
開催期間▶2012年7月7日（土）～9月2日（日）
休　館　日▶月曜（※祝日の場合はその直後の平日）、第4火曜日
開催場所▶名古屋市博物館
 ●名古屋駅から
 　名古屋市営地下鉄桜通線「桜山」下車、4番出口から徒歩5分
 ●金山総合駅から
 　名古屋市営バス金山14系統「博物館」下車
 ●栄から
 　名古屋市営バス栄26系統「博物館」下車
開館時間▶9:30～17:00　※入館は閉館の30分前まで

マリー・アントワネットのヘアスタイルの再現
（協力：Prelle社,atelier caraco canezou）
©La Vie de MARIE-ANTOINETTE 
2012-13

作者不詳
《マリー・アントワネットの風刺画》
1784年　23.2×31.4cm
カルナヴァレ博物館蔵
©La Vie de MARIE-ANTOINETTE 
2012-13

Information of the Art

マリー・アントワネット
物語展

詳
細
情
報
・
最
新
情
報
は
  http://w

w
w
.yam

ato-fukushi.jp/
ご
意
見
、
お
問
い
合
わ
せ
は
　
y.zaidan@

yam
atofukushizaidan.or.jp ま

で
　 本誌の無断転載・転用を禁じます。© 公益財団法人ヤマト福祉財団

ヤマト福祉財団NEWS
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No
7月
20日

発
行
　
2012 Sum

m
er

公益財団法人ヤマト福祉財団全国支部連絡先（ヤマト運輸（株）内）

北海道支部
千葉栄一

新事務長に就任しました。
よろしくお願いいたします。

中部支部
後藤淳浩

  支　部 事務長   連絡先

 北海道支部 千葉栄一 TEL. 011-891-5040
 東北支部  小原　守 TEL. 022-374-8065
 東京支部  森内　謙 TEL. 03-5564-3705
 関東支部  愛澤啓二 TEL. 045-508-6106
 　　関東支部東地区 平井　忠 TEL. 043-259-7364
 北信越支部 酒井　貢 TEL. 025-231-9513
 中部支部  後藤淳浩 TEL. 052-725-3633
 関西支部  石田久雄 TEL. 06-6682-8570
 中国支部  竹下憲雄 TEL. 082-849-1451
 四国支部  紅露　隆 TEL. 0877-46-7875
 九州支部  北川秀隆 TEL. 092-931-3310
 沖縄支部  佐渡山一郎 TEL. 098-840-3605

九州支部
北川秀隆

■
　運
命
に
翻
弄
さ
れ
た

　　美
し
き
女

　ウ
ィ
ー
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家

か
ら
14
歳
で
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
に
嫁

ぎ
、
そ
の
魅
力
的
な
容
姿
と
洗
練

さ
れ
た
美
意
識
で
、宮
廷
は
お
ろ
か

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン・

ア
イ
コ
ン
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
王

妃
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
。

　革
命
の
波
に
翻
弄
さ
れ
、
国
民

の
愛
憎
を
そ
の
一
身
に
集
め
つ
つ
、

37
歳
と
い
う
若
さ
で
断
頭
台
の
露

と
消
え
た
そ
の
数
奇
な
運
命
と
も

あ
い
ま
っ
て
、
彼
女
の
存
在
は
い

ま
も
人
々
の
関
心
を
集
め
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

貴
族
と
の
道
な
ら
ぬ
恋
、
浪
費
家

で
浅
は
か
な
王
妃…

。
そ
ん
な
形

容
が
常
に
つ
き
ま
と
い
ま
す
。

■
　フ
ラ
ン
ス
美
術
の
変
遷
を

　　目
の
当
た
り
に

　し
か
し
、
私
た
ち
は
ま
だ
彼
女

の
ご
く
一
部
し
か
知
り
ま
せ
ん
。

華
や
か
な
宮
廷
で
皆
の
視
線
を
独

占
す
る
存
在
の
み
な
ら
ず
、
時
に

王
妃
と
し
て
毅
然
に
ふ
る
ま
い
、

妻
と
し
て
憂
い
、
母
と
し
て
慈
し

み
、
そ
し
て
時
に
は
心
揺
れ
動
く

一
人
の
女
性
と
し
て
│
。
そ
ん

な
真
実
の
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
一

生
を
、
本
展
は
彼
女
と
ゆ
か
り
の

深
い
品
々
で
辿
り
ま
す
。

　18
世
紀
の
絢
爛
た
る
フ
ラ
ン
ス

文
化
と
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
が
愛
し

た
「
美
」
に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

　本
展
の
美
術
品
取
り
扱
い
に
ヤ

マ
ト
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
株
式
会
社

は
協
力
し
て
い
ま
す
。

観覧料（税込み）▶ 
  一般 高大生 池田理代子特典付チケット（オンライン販売のみ）
 当日 1,300円 900円 1,700円

○中学生以下は無料。
○障害者手帳をお持ちの方および付添人2名様は当日料金の半額。
問い合わせ先▶
 名古屋市博物館 052-853-2655
 展覧会公式HP http://www.marie-monogatari.com
主　　催▶名古屋市博物館、東映、日本経済新聞社、テレビ愛知、中日新聞社
後　　援▶在日フランス大使館
協　　力▶カルナヴァレ博物館、ナポレオン財団、ブルトゥイユ城、池田理代子プロダクショ
　　　　　ン、エールフランス航空、ヤマトロジスティクス株式会社
巡回情報▶2012年 9月15日（土）～11月18日（日）　横浜 そごう美術館
 2012年11月29日（木）～2013年1月20日（日）　松山 愛媛県美術館
 2013年 2月 8日（金）～4月14日（日）　沖縄 沖縄県立博物館・美術館
 2013年 4月27日（土）～6月23日（日）　福岡 福岡県立美術館
 2013年 7月 6日（土）～9月 1日（日）　神戸 兵庫県立美術館
 ほか巡回予定

ヴィジェ・ルブラン　《王妃マリー・アントワネット》　1778年　81×65cm　ブルトゥイユ城蔵
©La Vie de MARIE-ANTOINETTE 2012-13

作者不詳
《マリー・アントワネットの扇》
18世紀末　紙、真珠母 25.5×45cm
ジャン・ド・ベアルヌ伯爵蔵
©La Vie de 
MARIE-ANTOINETTE 2012-13ヤマト福祉財団

NEWS

第２次助成「農業生産復旧緊急対策事業」でハウスの修繕費用、園芸用資機材の助成を受けた、宮城県名取市花卉生産組合の三浦洋悦さん。
「もう終わりだと思ったけれど、みなさんの励ましや助成もあって生き返ったんです」。

“民間だからこそ
できる助成”で

前に進む力を

東日本大震災　生活・産業基盤復興再生募金
助成先を訪ねて 平成24年度

レベルアップ助成金の
　　　贈呈式を開催しました

障がい者給料増額支援

変わらないといけない。
その想いで始めた。

この街で一緒に生きていく　障がい者のクロネコメール便配達

p22

35No
ヤマトグループ賛助会員向けニュース（季刊）
発行部数12万部・非売品

7月20日発行　2012 Summer

みなさまの多大なるご支援
ありがとうございました
6月30日を持って
募金活動を終了しました

p14

p05

東日本大震災　生活・産業基盤復興再生募金
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み
な
さ
ま
の
多
大
な
る
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
公
益
財
団
法
人
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
は
、

ヤ
マ
ト
運
輸
の
寄
付
金
（
宅
急
便
１
個

に
つ
き
10
円
）
を
ベ
ー
ス
に
「
東
日
本

大
震
災
生
活
・
産
業
基
盤
復
興
再
生
募

金
」
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
６
月
30
日
を
も
っ
て
無

事
に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

宅
急
便
の
ご
利
用
で
、
ご
協
力
を
頂
い

た
方
々
、
当
財
団
の
口
座
へ
直
接
お
振

込
み
を
頂
い
た
方
々
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
募
金
の
総
額
は

１
４
２
億
７
４
２
６
万
４
５
２
４
円

（
６
月
29
日
現
在
）に
上
り
、第
一
次
か
ら

第
五
次
ま
で
の
五
回
で
31
件
の
事
業
へ

助
成
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ご
支
援

に
対
し
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

助
成
先
の
事
業
内
容
は
、
五
回
の
選

考
委
員
会
で
決
定
し
た
都
度
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
県
別
と
区
分
別
と
具
体
的
な
事
業

名
と
金
額
を
別
表
に
添
付
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
覧
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

選
考
に
お
い
て
最
も
重
要
視
し
た
考
え

方
は
、
単
に
被
災
地
へ
お
金
だ
け
を
届

け
る
の
で
は
な
く
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で

目
に
見
え
る
支
援
を
す
る
こ
と
で
地
元

の
方
の
や
る
気
に
直
結
し
、
復
興
再
生

が
確
実
に
進
ん
で
行
き
、
波
及
効
果
が

高
ま
る
支
援
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま

し
た
。
ヤ
マ
ト
運
輸
に
と
っ
て
は
、
内

部
留
保
に
ま
わ
す
べ
き
１
４
２
億
円
も

の
貴
重
な
お
金
を
、
そ
し
て
直
接
寄
付

を
頂
戴
し
た
皆
様
方
の
志
を
無
駄
に
す

る
こ
と
な
く
、
被
災
地
の
人
達
の
復
興

再
生
の
役
に
立
つ
生
き
た
支
援
と
し
て

効
果
的
に
活
用
出
来
た
も
の
と
自
負
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
選
考

委
員
の
先
生
方
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
す
。

先
生
方
の
お
名
前
と
御
略
歴
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
道
に
精
通
し
て
い
る
最
高
権

威
が
選
考
委
員
と
し
て
就
任
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
９
１
９
年
に
創
業
し
、
92
年
目
を

迎
え
た
ヤ
マ
ト
グ
ル
ー
プ
は
、
昨
年
の

震
災
を
目
の
当
た
り
に
し
た
時
、
一
世

紀
近
く
も
商
売
さ
せ
て
も
ら
っ
た
世
の

中
へ
恩
返
し
を
す
る
時
だ
と
、
社
員
一

同
が
考
え
ま
し
た
。
最
重
要
課
題
は
宅

急
便
本
業
の
正
常
化
で
す
。
現
地
は
本

当
に
が
ん
ば
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
も

被
災
地
へ
入
り
ま
し
た
が
、
被
害
の
大

き
な
営
業
所
で
も
、
電
灯
も
無
い
中
で

仕
事
を
始
め
て
い
ま
し
た
。
頭
が
下
が

る
思
い
で
し
た
。
お
客
様
も
喜
ん
で
く

れ
ま
し
た
。
全
国
の
人
達
か
ら
支
援
物

資
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
届
く
こ
と
に
な
っ

た
か
ら
で
す
。
地
元
の
行
政
の
お
手
伝

い
も
し
ま
し
た
。
避
難
所
や
数
世
帯
が

集
ま
っ
て
い
る
所
へ
支
援
物
資
を
届
け

ま
し
た
。
全
国
の
社
員
も
応
援
に
入
り

ま
し
た
。
私
が
遠
野
の
営
業
所
を
訪
ね

た
時
に
は
鹿
児
島
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
働

い
て
い
ま
し
た
。
社
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
た
く
さ
ん
現
地
へ
入
り
ま
し
た
。

今
で
も
週
末
に
は
、
会
社
の
バ
ス
が
銀

座
を
出
発
し
て
い
ま
す
。
以
上
に
加
え

て
、
冒
頭
の
「
復
興
再
生
募
金
」
を
行

い
ま
し
た
。
御
当
局
始
め
関
係
各
位
の

ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
助
成
先
の
進

捗
状
況
の
一
部
を
ご
報
告
し
ま
す
。
宮

城
県
南
三
陸
の
仮
設
魚
市
場
は
昨
年
の

10
月
21
日
に
完
成
し
、
24
日
か
ら
「
競

り
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
秋
鮭
に
間
に

合
っ
た
の
で
す
。
早
い
支
援
の
面
目
躍

如
、
町
の
担
当
者
は
「
こ
れ
で
人
が
町

を
去
る
こ
と
が
な
く
な
る
」
と
い
っ
て

喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
４
月
11
日
に
私

は
、
岩
手
県
野
田
村
保
育
会
の
地
鎮
祭

へ
出
席
し
ま
し
た
。
高
台
移
設
に
国
の

お
金
が
付
か
な
い
と
の
こ
と
な
の
で
、

建
築
費
を
助
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
村
長
さ
ん
は
「
保
育
園
の
建
設
工

事
が
復
興
の
槌
音
と
な
っ
て
村
内
を
響

き
渡
り
、
村
民
の
や
る
気
を
喚
起
す
る
」

と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
本
当
に
良
か
っ

た
と
感
じ
ま
し
た
。
進
捗
状
況
に
つ
き

ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
適
宜
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
関
係

各
位
の
皆
様
方
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
誠
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

６
月
30
日
を
持
っ
て
募
金
活
動
を
終
了
し
ま
し
た
。

謝
　
　辞
　

公
益
財
団
法
人
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団

理
事
長
　有
富

　慶
二
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佐渡島

太平洋

日本海

秋田 盛岡

仙台
山形

福島

水戸

宇都宮
前橋

長野

新潟

青森

岩手県

宮城県

福島県

❻❼●

❽❾1012

15

❺

11

13

19

20

18

14
17

野田村

釜石市

南三陸町

相馬市

川内村

須賀川市

いわき市四倉
いわき市小名浜

21

●23

●22
七ケ浜

●24
白河市

●26

●27

●30楢葉町

●28小野町
●29
●31

南相馬市

気仙沼市
16陸前高田市 ●25大船渡市 

❶❷❸❹

（単位：百万円）
県 事　業　名 水　産 農　業 生活・商工 県別合計

岩
手
県

❶ 水産加工事業者生産
回復支援事業  1,600 

❷ 魚価安定緊急対策事
業  403 

❸ 水産業共同利用施設
復旧支援事業  97 

❹ 製氷・貯氷施設回復
支援事業  248 

❺ 釜石市　魚市場経営
基盤再生事業  155 

❻ 製氷・貯氷施設回復
支援事業  758 

❼ 水産業共同利用施設
復旧支援事業  880 

15 野田村保育所再建事
業  280 

16 陸前高田市竹駒保育
園の新設・再建事業  234 

● 水産業共同利用施設
復旧支援事業  966 

●
「いわて三陸」夢あふ
れる漁業モデル創生
プロジェクト   

130

県別・基盤別合計 5,237 0 514 5,751 

宮
城
県

❽ 海底清掃資材購入支
援事業  100 

❾ 高鮮度水産物供給施
設整備事業  600 

10 養殖用資機材等緊急
整備事業  500 

11 南三陸町　水産業基
盤施設緊急復興事業 347 

12 農業生産復旧緊急対
策事業  1,324 

● 七ケ浜水産振興セン
ター建設事業  570  

● 仮設水産加工場施設
設備整備事業  177 

● 海底清掃資材購入支
援事業  58 

県別・基盤別合計 2,352 1,324 0 3,676 

福
島
県

13 JA すかがわ岩瀬
農業生産再生事業  255 

14 川内村高原農産物栽
培工場建設事業  300 

17
相馬広域こころのケ
アセンター：なごみ
の新設事業

 30 

18
よつくら港地域振興
施設「交流館」復興
事業

 180 

19
「アクアマリンふく
しま」熱源整備改修
事業

 80 

20 相馬港海上コンテナ
物流基盤整備事業  103 

● 農地復旧復興（純国
産大豆）プロジェクト  300 

● 地域農業再生基幹施
設緊急整備事業  270 

● 公立小野町地方綜合
病院整備事業 2,000

●
鹿島厚生病院併設介
護老人保健施設厚寿
苑の新設事業

1,000

●
仮設校舎敷地造成工
事、仮設校舎設置事
業

191

●
福島県立自然公園松
川浦周辺の海岸防災
林再生事業

130

県別・基盤別合計 0 1,125 3,714 4,839 
総　　　　　　計 7,589 2,449 4,228 14,266  

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

第1次～第5次助成先

●地図のポイント
は、助成申請団
体所在地を示し
ています。 

 ● 10億円以上の助成

 ● 1億円～10億円の助成

 ● 1億円以下の助成

第１次～第５次助成総額累計
事業件数累計  31件
助成金額累計  142億6,600万円

●県別内訳
岩手県 11件 57億5,100万円
宮城県 8件 36億7,600万円
福島県 12件 48億3,900万円

●基盤別内訳
水産業 16件 75億8,900万円
農　業 5件 24億4,900万円
生　活 7件 38億6,500万円
商工業 3件 3億6,300万円
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日　付

3/11（金） 震災発生

3/23（水） 「救援物資輸送協力隊」編成　（車両200台／人員500名）

3/25（金） 東北全エリアで「宅急便」集配を再開

4/1（金） 内閣府より認定を受け、
公益財団法人「ヤマト福祉財団」となる

4/7（木） 「宅急便1個につき10円の寄付」（年間130億円規模）を発表

4/11（月） 「宅急便ひとつに、希望をひとついれて」新聞広告 内閣府より障がい者支援事業に加え、被災地の復興支援事業を追加
する変更認定を受ける

5/16（月） 「社員ボランティア休暇制度」スタート　（約940名／ 10月末現在）

6/24（金）

「東日本大震災　生活・産業基盤復興再生募金」
が財務省より「指定寄附金」の指定を受ける
同日、第三者による「復興支援選考委員会」発足
※１

7/1（金） 「東日本大震災　生活・産業基盤復興再生募金」募金・助成先募集開
始

8/24（水）
第一回「復興支援選考委員会」開催

「見える支援、速い支援、効果の高い支援」を基本方針に、第一次助
成先を決定　　　　　　　　　　　　　

9/8（木） 第一次助成先発表　※2　（41億円規模）

10/11（火） 第二回「復興支援選考委員会」開催

10/12（水） 「宅急便ひとつに、希望をひとついれて」報告新聞広告

10/24（月） 南三陸志津川の「仮設魚市場」が10/21に完成し、初競り（第一次
助成　3.6億円の一部）

10/27（火） 第二次助成先発表　※3　(34億円規模）

10/31（月） 岩手県水産加工事業者　生産回復事業の助成先を決定　
（第一次助成の内　16億円規模）

11/7（月） 10月までの宅急便個数、寄付総額発表
累計 7億9323万8047個／ 79億3238万470円

10月末までの募金総額（ヤマトグループからの寄付を含む）
79億4014万3082万円
第二次までの助成総額　74億7100万円

1/16(月） 12月までの宅急便個数、寄付総額発表
累計11億787万6576個／ 110億7876万5760円

第三回「復興支援選考委員会」開催12月12日、21日助成先発表　※
4　(22億円規模）　第三次までの助成総額　84億9200万円(3次補
正前　96億7300万円　差額11億8100万円）　12月末までの募金総
額（ヤマトグループからの寄付を含む）　110億9321万429円

2/7(火） 1月までの宅急便個数、寄付総額発表
累計12億680万3208個／ 120億6803万2080円

12/16アクアマリン熱源設備運用開始式　1/17よつくら港交流館地
鎮祭　1/28相馬港機能復旧式　1/30ＪＡすかがわ岩瀬農業倉庫起
工式　1月末までの募金総額（ヤマトグループからの寄付を含む）　
１20億8355万9589円　

3/13(火） 2月までの宅急便個数、寄付総額発表
累計13億876万9264個／ 130億8769万2640円

2/10大船渡市漁業協同組合　製氷･貯氷施設保管施設地鎮祭
2/10宮城県　村井嘉浩知事よりヤマト福祉財団、ヤマト運輸㈱に感
謝状贈呈　2/17岩手県　上野善晴副知事よりヤマト福祉財団、ヤマ
トホールディングス㈱に感謝状贈呈　第四回「復興支援選考委員会」
開催2月22日、29日助成先発表　※5　(21億円規模）

4/26(水） 3月までの宅急便個数、寄付総額発表
累計14億2360万8136個／ 142億3608万1360円

3月末までの募金総額（ヤマトグループからの寄付を含む）　１42億
7117万7426円、　第五回「復興支援選考委員会」開催4月17日、26
日助成先発表　※6　(36億円規模）　第五次までの助成総額　142億
6600万円　　4/24福島県　佐藤雄平知事よりヤマト福祉財団に感
謝状贈呈  　4/23釜石市漁業協同組合連合会　氷供給、衛生管理施
設竣工式

＜震災後のヤマトグループ・ヤマト福祉財団の主な動き＞

※1「復興支援選考委員会」：委員長／内田和成（早大教授）　委員／家田仁（東大教授）、小泉武夫（東農大教授）、野田由美子（ＰＷＣアジア地区代表）、林春男（京大教授）
※2「第一次助成先」：宮城県「高鮮度水産物供給施設整備事業」、岩手県「水産加工事業者水産回復支援事業」等、計9件／総額 40億8300万円⇒40億6500万円（詳細はリリー
　　スをご参照ください） 
※3「第二次助成先」：岩手県「野田村保育園再建事業」、福島県相馬市「相馬港海上コンテナ物流基盤整備事業」等、計6件／総額 33億8800万円⇒22億700万円（　〃　） 
※4「第三次助成先」：福島県川内村、「高原農産物栽培工場建設事業」、岩手県「陸前高田市竹駒保育園の新設・再建事業」等、計5件／総額 22億200万円（　〃　） 
※5「第四次助成先」：岩手県「水産業共同利用施設復旧支援事業」「七ヶ浜町水産振興センター建設事業」等、計4件／総額 21億600万円（　〃　）　 
※6「第五次助成先」：福島県「公立小野町地方綜合病院整備事業」等、計7件／総額 36億8600万円（　〃　）
第一次～第五次助成累計総額　31件142億6600万円 
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“
民
間
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
助
成
”で

前
に
進
む
力
を

　
『
東
日
本
大
震
災 
生
活
・
産
業
基
盤
復
興
再
生
募
金
』
は
、
４
月
17
日
に
第
５
次
助
成
先
が
決
定

し
ま
し
た
。

　
“
民
間
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
助
成
”
を
活
か
し
て
、
現
在
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
復
興
事
業
の

最
新
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

東日本大震災 生活・産業基盤復興再生募金

助成先を訪ねて

岩手県

福島県

宮城県

岩手県
［水産共同利用施設復旧支援事業］
久慈市、洋野町

福島県
［農地復旧復興（純国産大豆）プロジェクト］
相馬市

助 成 先 を 訪 ね て

佐渡島

青森

秋田 盛岡

仙台

福島

新潟

久慈

相馬

宮城県
［農業生産復旧緊急対策事業］
仙台市、東松島市、名取市

気仙沼水産加工業協同組合
［仮設水産加工場施設設備整備事業］
気仙沼市

南三陸町
［水産業基盤施設緊急復興事業］
南三陸町

宮城県
［高鮮度水産物供給施設整備事業］
南三陸町志津川漁港

れ
た
の
は
泥
や
ガ
レ
キ
、
塩
害
に
侵
さ

れ
見
る
影
も
失
っ
た
田
畑
で
し
た
。そ

れ
で
も
負
け
ず
に
営
農
再
開
を
目
指
す

農
家
を
支
援
す
る
た
め
宮
城
県
は
助
成

を
申
請
。復
旧
対
象
は
農
地
約
１
万
３

０
０
０
ha
、水
稲
約
７
万
１
０
２
０
ha
、

園
芸
９
２
４
ha
な
ど
で
す
。こ
の
助
成

を
受
け
、
い
ま
多
く
の
農
家
が
そ
れ
ぞ

れ
が
抱
え
る
問
題
と
正
面
か
ら
向
き
合

い
復
興
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

　
津
波
が
奪
っ
た
も
の
は
、家
や
農
地
、

農
業
機
械
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。最

も
大
切
な
家
族
を
奪
わ
れ
た
方
も
い
ま

す
。イ
グ
ナ
ル
フ
ァ
ー
ム
の
阿
部
聡
代

表
取
締
役
も
そ
の
一
人
で
し
た
。生
き

る
希
望
を
失
っ
て
い
た
阿
部
さ
ん
に
声

を
か
け
た
の
は
、
友
人
の
い
ち
ご
ハ
ウ

　
宮
城
県
を
襲
っ
た
大
津
波
は
、
前
号

で
お
伝
え
し
た
よ
う
に
沿
岸
部
に
広
が

る
い
ち
ご
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
か
ら
内
陸

部
の
農
地
ま
で
を
あ
っ
と
い
う
間
に
飲

み
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。後
に
残
さ

［宮城県農業生産復旧緊急対策事業］
（第２次助成）　宮城県

日本の食料基地・宮城県復活へ
各農家の営農再開を後押し

右から阿部聡代表取締役、
星名大地常務、佐藤雄則専務

津
波
に
よ
り
塩
害
に
侵
さ
れ

ガ
レ
キ
に
埋
も
れ
た
田
畑
を
再
生

　
株
式
会
社
イ
グ
ナ
ル
フ
ァ
ー
ム

自
分
た
ち
の
手
で
地
元
農
業
が

イ
グ
ナ
ル（
良
く
な
る
）よ
う
に 
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「
私
と
も
う
一
人
が
ト
マ
ト
と
キ
ュ
ウ

リ
。専
務
が
い
ち
ご
。ま
た
、
ト
マ
ト
と

メ
ロ
ン
が
専
門
で
か
つ
ネ
ギ
栽
培
の
経

験
者
も
い
ま
す
」。な
に
を
栽
培
し
よ
う

か
と
夢
が
広
が
る
中
、
４
人
が
選
ん
だ

の
は
ミ
デ
ィ
ア
ム
ト
マ
ト
で
し
た
。

　
「
大
玉
ト
マ
ト
に
比
べ
中
玉
ト
マ
ト

な
ら
選
別
作
業
の
労
力
を
軽
減
で
き
ま

す
。そ
の
分
、肥
料
を
自
分
た
ち
で
調
合

す
る
な
ど
特
別
栽
培
で
手
間
暇
か
け
、

美
味
し
さ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
」。本

助
成
に
よ
り
農
業
機
械
な
ど
も
購
入
で

き
ま
し
た
。ま
た
、６
０
０
坪
く
ら
い
の

育
苗
施
設
を
借
り
、
12
品
種
の
ト
マ
ト

の
苗
を
試
作
し
て
品
種
も
厳
選
し
て
い

ま
す
。

　
ト
マ
ト
の
収
穫
は
７
月
中
旬
予
定
で
、

約
１
０
０
ト
ン
の
収
穫
量
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。収
穫
後
は
、キ
ュ
ウ
リ
を
育
て

て
い
く
計
画
で
す
。

　

離
農
が
進
む
農
業
再
生
を
模
索
し
、

全
国
で
も
い
ち
早
く
農
業
法
人
化
を
推

進
し
て
き
た
宮
城
県
。そ
の
中
で
も
仙

台
イ
ー
ス
ト
カ
ン
ト
リ
ー
は
、
８
戸
の

農
家
で
構
成
さ
れ
た
市
内
最
大
規
模
と

な
る
農
事
組
合
法
人
で
す
。震
災
前
は

90
軒
の
農
家
の
※

圃
場
を
引
き
受
け
経

営
面
積
は
64
ha
で
し
た
。し
か
し
、津
波

で
水
田
の
約
２
／
３
が
被
害
を
受
け
、

農
業
機
械
の
大
半
も
流
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
「
ガ
レ
キ
の
山
と
な
っ
た
農
地
を
前

に
し
た
時
は
、言
葉
を
失
い
ま
し
た
」と

佐
々
木
均
代
表
理
事
。そ
れ
で
も「
大
切

な
田
ん
ぼ
を
こ
の
ま
ま
放
置
な
ど
で
き

な
い
。私
た
ち
法
人
に
は
、も
と
の
よ
う

な
農
地
に
戻
す
た
め
の
旗
振
り
役
と
し

て
の
義
務
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。地

域
を
元
に
戻
す
た
め
に
も
、
私
た
ち
法

人
が
踏
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
」と
仲
間
と
決
意
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
津
波
で
損
失
し
た
農
業
機

械
約
５
０
０
０
万
円
は
、
法
人
化
し
て

３
期
目
で
ま
だ
完
済
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

再
購
入
す
る
と
二
重
債
務
と
な
る
た
め

途
方
に
暮
れ
て
い
た
仙
台
イ
ー
ス
ト
カ

ス
農
家
・
佐
藤
雄
則
専
務
で
し
た
。東
松

島
市
の
農
業
の
未
来
を
共
に
語
り
合
っ

て
来
た
友
人
を
手
伝
う
う
ち
に
「
家
族

を
奪
っ
た
津
波
に
仕
事
ま
で
奪
わ
れ
て

た
ま
る
か
」と
奮
起
し
ま
す
。

　
そ
の
後
二
人
は
、
国
の
助
成
や
本
助

成
を
も
と
に
い
し
の
ま
き
農
業
協
同
組

合
が
園
芸
農
業
の
早
期
復
旧
・
復
興
を

推
進
す
る
モ
デ
ル
事
業
“
園
芸
用
貸
付

ハ
ウ
ス
の
募
集
”に
手
を
挙
げ
ま
す
。貸

付
条
件
は
、
農
業
法
人
化
を
目
指
す
農

家
で
、
土
地
を
自
分
た
ち
で
用
意
で
き

る
こ
と
。そ
こ
で
計
４
人
の
仲
間
と
株

式
会
社
イ
グ
ナ
ル
フ
ァ
ー
ム
を
昨
年
末

に
設
立
し
ま
し
た
。イ
グ
ナ
ル
と
は
地

元
の
方
言
で“
良
く
な
る
”の
意
味
で
す
。

　
「
期
間
内
で
の
用
地
準
備
は
凄
く
難

し
く
て
…
。そ
ん
な
時
、若
い
人
が
農
業

を
復
活
さ
せ
る
の
な
ら
協
力
し
た
い
と
、

市
の
議
員
さ
ん
が
自
分
の
土
地
を
格
安

で
提
供
し
て
く
れ
た
の
で
す
」
と
阿
部

さ
ん
。こ
う
し
た
周
囲
の
協
力
も
得
て
、

５
月
25
日
に
３
棟
の
ハ
ウ
ス
の
引
渡
し

が
実
現
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
は
専
門
分
野
の
農
業
に
長
け

た
若
い
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

約3,300㎡のハウス３棟
ここが４人の新しい夢の出発点

　
農
事
組
合
法
人

　
仙
台
イ
ー
ス
ト
カ
ン
ト
リ
ー

地
域
農
業
を
守
る
旗
振
り
役

立
ち
止
ま
っ
て
は
い
ら
れ
な
い

仙台イーストカントリーのメンバー本助成でトラクターやコンバインなど、
津波で失った農業機械を購入しました

　
原
発
事
故
で
楢
葉
町
の
大
半
が
20
キ

ロ
圏
内
の
避
難
区
域
に
入
っ
た
た
め
、

臨
時
休
業
措
置
と
な
っ
た
二
つ
の
小
学

校
と
中
学
校
の
児
童
、
生
徒
約
６
８
０

名
は
県
内
外
の
学
校
で
学
ぶ
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。し
か
し
、突
然
変
わ
っ
た
教

育
環
境
、友
だ
ち
と
の
別
れ
、震
災
の
シ

ョ
ッ
ク
な
ど
か
ら
、
新
し
い
学
校
や
生

活
に
な
じ
め
ず
苦
労
し
て
い
る
子
ど
も

が
多
く
、
学
校
再
開
を
望
む
声
が
強
く

上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
“
一
刻
も
早
く
子
ど
も
た
ち
み
ん
な

が
一
緒
に
学
べ
る
教
育
環
境
を
取
り
戻

し
た
い
”。楢
葉
町
は
、
い
わ
き
明
星
大

学
の
敷
地
内
の
一
部
を
借
用
し
、
仮
設

校
舎
の
建
設
を
計
画
し
ま
し
た
。建
設

費
は
国
よ
り
２
／
３
が
補
助
さ
れ
ま
す

が
、
残
り
１
／
３
と
造
成
工
事
費
用
は

町
の
負
担
で
す
。そ
こ
で
本
助
成
に
申

請
し
、
仮
設
校
舎
建
設
の
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
の
就
学
を
受
け
入
れ

て
い
た
だ
い
て
い
る
い
わ
き
市
の
学
校

自
体
が
、
被
災
問
題
を
抱
え
て
大
変
な

の
で
す
。楢
葉
町
が
自
分
た
ち
の
学
校

を
再
開
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
問
題
を

同
時
に
解
決
で
き
る
と
思
い
ま
す
」
と

話
す
の
は
福
島
県
楢
葉
町
教
育
委
員
会

事
務
局
教
育
総
務
課　
鈴
木
克
典
課
長
。

　
仮
設
校
舎
の
完
成
予
定
は
11
月
で
す

が
、
一
刻
も
早
く
戻
り
た
い
と
の
要
望

も
踏
ま
え
、
４
月
に
は
希
望
す
る
子
ど

も
た
ち
を
い
わ
き
市
に
集
め
ま
し
た
。

　
「
現
在
１
０
７
名
の
子
ど
も
が
集
ま

り
、仮
設
校
舎
が
で
き
る
ま
で
は
、民
間

の
施
設
を
お
借
り
し
て
学
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
60
名
以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
戻

っ
て
来
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま
す
」。

　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
故
郷
に
帰

れ
る
、
み
ん
な
で
学
べ
る
環
境
を
取
り

戻
す
た
め
に
、
楢
葉
町
の
教
育
関
係
者

は
一
丸
と
な
っ
て
計
画
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

［楢葉町仮設校舎敷地造成工事、仮設校舎設置事業］
（第５次助成）　楢葉町役場

明
星
大
学
敷
地
内
を
お
借
り
し
て
仮

設
校
舎
を
建
設

楢
葉
町

自
分
た
ち
の
学
校
で
学
び
た
い

そ
ん
な
願
い
を
仮
設
校
舎
で

仮設校舎ができるまで民間の施設を借りての学校生活です

※圃場（ほじょう）：作物を栽培する田畑
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助 成 先 を 訪 ね て

産
組
合
の
小
塚
原
地
区
で
は
、
約
７

０
０
０
坪
の
ハ
ウ
ス
が
す
べ
て
被
災
し
、

そ
の
う
ち
約
２
５
０
０
坪
が
流
失
、
破

戒
等
の
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
泥
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た

た
く
さ
ん
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
株
か
ら

花
が
咲
き
は
じ
め
た
の
で
す
。こ
の“
津

波
に
負
け
な
い
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
”は
、

多
く
の
被
災
者
を
勇
気
づ
け
ま
し
た
。

そ
こ
で
塩
害
に
強
い
“
名
取
の
カ
ー
ネ

ー
シ
ョ
ン
”を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、宮
城

県
は
本
助
成
で
園
芸
ハ
ウ
ス
整
備
や
生

産
資
材
の
支
援
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
菅
井
組
合
長
は
「
温
室
の
中
は
ゴ
ミ

や
ヘ
ド
ロ
で
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
で
し
た
。

そ
れ
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
で
全
部
片
付
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
が

い
な
か
っ
た
ら
、
せ
っ
か
く
残
っ
た
ハ

ウ
ス
を
あ
き
ら
め
て
解
体
す
る
農
家
も

出
て
い
た
と
思
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　
本
格
的
に
苗
を
植
え
は
じ
め
た
の
は

今
年
の
４
月
の
下
旬
か
ら
。「
こ
の
仕

事
を
40
年
以
上
や
っ
て
い
ま
す
が
、
今

回
の
苗
を
植
え
た
と
き
が
、
最
高
に
う

れ
し
か
っ
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　
ま
た
名
取
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
復
活

に
は
、
北
海
道
酪
農
学
園
大
学
の
長
谷

川
豊
教
授
も
駆
け
つ
け
ま
し
た
。教
授

は
、
バ
チ
ル
ス
菌
で
ヘ
ド
ロ
を
普
通
の

土
に
変
え
る
研
究
を
し
て
い
ま
す
。こ

れ
で
い
ち
早
く
再
開
で
き
た
の
が
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
農
家
の
三
浦
さ
ん
で
す
。

　
「
最
初
は
や
る
か
ど
う
か
、私
も
迷
い

ま
し
た
。だ
っ
て
す
ご
い
ん
だ
も
の
、ハ

ウ
ス
の
中
に
は
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
が
飛
び

込
ん
で
し
ま
っ
て
い
て
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ

で
し
た
か
ら
」。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
協
力
い
た
だ

き
、
５
棟
の
ハ
ウ
ス
の
ガ
レ
キ
を
運
び

出
し
、
ハ
ウ
ス
内
の
ヘ
ド
ロ
に
バ
チ
ル

ス
菌
の
入
っ
た
堆
肥
を
入
れ
、
半
信
半

疑
で
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
苗
を
植
え
ま

し
た
。後
は
月
一
回
の
土
壌
検
査
の
結

果
を
見
て
菌
を
加
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
な
ん
と
こ
れ
で
花
が
咲
い
た
ん
で

す
よ
」と
三
浦
さ
ん
。去
年
11
月
か
ら
始

ま
っ
た
ハ
ウ
ス
３
棟
分
の
出
荷
量
は
約

10
万
本
。今
後
５
棟
全
部
が
再
開
で
き

れ
ば
約
17
万
本
に
な
る
予
定
で
す
。

ン
ト
リ
ー
に
、
宮
城
県
が
本
助
成
を
活

か
し
て
支
援
の
手
を
差
し
の
べ
ま
し
た
。

　
「
昨
年
の
作
付
け
は
水
稲
18
ha
、大
豆

１・８
ha
で
し
た
が
、今
年
は
水
稲
35
ha
、

大
豆
２・４
ha
、飼
育
米
０・４
ha
、稲
わ

ら
収
集
を
行
い
ま
す
。県
の
除
塩
作
業

の
完
了
予
定
は
平
成
26
年
で
す
の
で
、

そ
の
後
も
基
盤
整
備
を
進
め
な
が
ら
、

一
つ
ひ
と
つ
圃
場
を
取
り
戻
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
佐
々
木
代
表

理
事
は
話
し
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
徐
々
に
規
模
は
拡
大

し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
し
、
ぜ
ひ
若

い
人
に
こ
の
法
人
に
入
っ
て
も
ら
い
た

い
の
で
す
。今
後
は
経
営
的
な
余
裕
を

持
つ
た
め
、６
次
産
業
化
も
目
指
し
、加

工
場
や
地
域
食
材
提
供
施
設
も
計
画
し

て
い
ま
す
」
と
地
域
農
業
の
復
興
に
前

向
き
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

　
名
取
市
は
全
国
で
も
有
名
な
カ
ー
ネ

ー
シ
ョ
ン
産
地
で
す
。名
取
市
花
卉
生

　
名
取
市
花
卉
生
産
組
合

「
津
波
に
負
け
な
い

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」で
復
興
を 

名取市花卉生産組合　菅井俊悦組合長と
カーネーションを一緒に生産するご家族

昨年5月、菅井さんのハウスで泥の中から咲きはじめた、津
波に負けないカーネーション(写真：菅井さん提供)

「凄い状態だったけれど、再開して良かった」と
話す三浦洋悦さん

　
岩
手
県
大
船
渡
市
に
あ
る
漁
師
町
・

越
喜
来
地
区
で
は
、
津
波
に
よ
り
５
７

２
隻
あ
っ
た
漁
船
の
う
ち
５
０
０
隻
が

流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。大
切
な
船

を
失
っ
た
多
く
の
漁
師
は
、
ガ
レ
キ
処

理
な
ど
で
生
活
を
つ
な
ぐ
毎
日
を
送
っ

て
い
ま
す
。

　
漁
師
の
熊
谷
善
之
さ
ん
た
ち
は
「
も

し
助
成
を
得
て
漁
船
を
購
入
で
き
て
も
、

後
継
者
不
足
で
衰
退
し
て
い
る
越
喜
来

地
区
が
本
当
に
再
生
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
」
と
悩
ん
で
い
ま
し
た
。そ
ん
な
時
、

仲
間
の
一
人
で
加
工
販
売
を
行
う
八
木

健
一
郎
さ
ん
が
、自
分
の
故
郷
・
静
岡
県

の
由
比
港
漁
業
協
同
組
合
と
連
絡
を
取

り
ま
す
。由
比
港
漁
業
協
同
組
合
は
、自

ら
の
力
で
漁
業
を
再
生
し
た
実
績
を
持

っ
て
い
ま
す
。熊
谷
さ
ん
た
ち
は
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
「
自
分
た
ち
が
獲
っ

た
魚
を
魅
力
あ
る
製
品
へ
と
加
工
し
、

自
分
た
ち
の
手
で
販
売
し
て
い
く
。も

っ
と
消
費
者
が
喜
ん
で
く
れ
る
方
法
を

考
え
、漁
業
を
活
性
化
し
て
い
く
」と
い

う
新
た
な
道
を
選
び
ま
し
た
。早
速
、漁

師
仲
間
と
三
陸
漁
業
生
産
組
合
を
作
り
、

高
鮮
度
水
揚
げ
を
可
能
に
す
る
最
新
の

漁
具
資
材
や
低
温
輸
送
車
な
ど
の
設
備

費
を
申
請
し
ま
し
た
。

　
豊
富
な
魚
介
に
恵
ま
れ
た
漁
場
・
い

わ
て
三
陸
海
岸
で
獲
れ
た
タ
コ
、カ
ニ
、

ノ
ド
グ
ロ
、つ
ぶ
貝
な
ど
を
、今
後
は
加

工
や
販
売
を
行
う
他
チ
ー
ム
と
連
携
し

て
、
よ
り
付
加
価
値
を
高
め
て
い
く
計

画
で
す
。例
え
ば
Ｃ
Ａ
Ｓ（
セ
ル
・
ア
ラ

イ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
）機
能
が
付
い
た
急
速

凍
結
庫
を
使
え
る
チ
ー
ム
が
高
鮮
度
な

製
品
の
長
期
間
保
持
を
担
当
。他
に
も

カ
キ
の
殻
む
き
を
観
光
客
が
体
験
で
き

る“
番
屋
”、浜
の
郷
土
料
理
・
漁
師
飯
を

提
供
す
る
食
堂
や
直
売
所
と
連
携
し
て
、

い
ま
ま
で
に
な
か
っ
た
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
ま
す
。さ
ら
に
、10
年
20
年

先
の
漁
業
を
考
え
、
た
だ
魚
を
獲
る
だ

け
で
は
な
く
自
然
を
保
護
し
な
が
ら
進

む
道
も
模
索
中
で
す
。

　
瀧
澤
英
喜
組
合
長
理
事
は
「
若
い
人

た
ち
が
漁
業
に
就
き
た
い
と
思
え
る
、

そ
ん
な
魅
力
的
な
夢
の
あ
る
漁
業
に
変

え
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

［「いわて三陸」夢あふれる漁業モデル創生プロジェクト］
（第５次助成）　三陸漁業生産組合

三
陸
漁
業
生
産
組
合
の
み
な
さ
ん

大
船
渡
市

三
陸
町

た
だ
魚
を
獲
る
だ
け
で
は
な
く

自
分
た
ち
で
製
品
化
し
販
売
す
る

10
年
、20
年
後
に
つ
な
が
る

若
い
人
た
ち
が
夢
を
抱
け
る
漁
業
へ
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ま
で
稲
や
野
菜
を
生
産
し
て
い
た
田
畑

を
塩
害
に
強
く
、
稲
な
ど
に
比
べ
て
設

備
や
人
手
が
少
な
く
て
済
む
大
豆
畑
に

変
え
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
農
業
機
械

交
付
式
で
は
、
颯
爽
と
並
ん
だ
18
台
の

ト
ラ
ク
タ
ー
を
前
に
立
谷
秀
清
市
長
が

「
こ
う
や
っ
て
見
る
と
壮
観
で
す
ね
。こ

の
機
械
を
使
い
相
馬
市
の
農
業
を
み
ん

な
で
再
生
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨

拶
し
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ゴ
ー
ル
ド
キ
ー

を
合
同
会
社
飯
豊
フ
ァ
ー
ム
の
島　
光

春
代
表
に
受
け
渡
し
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
は
農
業
機
械
を
フ
ル
稼
働
し
て
、
除

塩
や
大
豆
の
耕
作
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
「
す
で
に
放
射
能
は
、自
然
放
射
能
の

数
値
ま
で
下
が
っ
て
い
ま
す
が
、
万
全

を
期
し
て
２
年
間
は
収
穫
し
た
大
豆
を

バ
イ
オ
燃
料
の
原
料
に
す
る
つ
も
り
で

す
」と
島
さ
ん
。大
豆
を
植
え
た
後
の
土

地
に
は
特
別
な
菌
が
発
生
し
、
土
は
豊

か
に
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
い
ま
す
。

　
「
将
来
は
相
馬
伝
統
の
醸
造
技
術
を

活
か
し
て
豆
腐
や
豆
乳
、味
噌
、醤
油
な

ど
を
製
造
し
、
販
売
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
。そ
し
て
若
い
世
代
が
相

馬
市
の
農
業
を
継
承
で
き
る
体
制
を
整

え
た
い
で
す
ね
」
と
飯
豊
フ
ァ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
た
み
な
さ
ん
は
計
画
し
て
い

ま
す
。農
業
法
人
化
に
よ
り
、今
後
は
次

代
を
担
う
若
い
人
た
ち
を
社
員
と
し
て

雇
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
今
後
相
馬
市
の
農
業
は
、
大
豆
か
ら

広
が
る
第
６
次
産
業
化
を
目
指
し
て
、

新
た
な
再
生
の
道
を
歩
み
ま
す
。

ー
ジ
は
甚
大
で
あ
り
、
い
ま
の
体
制
で

は
農
業
再
生
は
困
難
と
判
断
。飯
豊
、岩

子
、
南
飯
淵
の
３
地
区
の
有
志
が
立
ち

上
が
り
農
業
法
人
を
起
こ
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
相
馬
市
は
、
農
業
法
人
を
応

援
し
、農
業
再
生
を
進
め
る
た
め
、農
業

機
械
購
入
の
助
成
を
申
請
。農
業
法
人

に
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
貸
与
し
、
い
ま

　
相
馬
市
を
襲
っ
た
津
波
は
港
を
こ
と

ご
と
く
破
壊
（
港
の
復
興
に
つ
い
て
は

第
２
次
助
成
『
相
馬
港
海
上
コ
ン
テ
ナ

物
流
基
盤
整
備
事
業
』
と
し
て
助
成
）。

さ
ら
に
こ
の
津
波
は
内
陸
部
に
も
及
び
、

田
畑
は
塩
害
に
侵
さ
れ
、
農
業
機
械
の

大
半
が
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。さ

ら
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
原
発

事
故
の
風
評
被
害
が
農
家
を
襲
い
ま
す
。

津
波
で
す
べ
て
を
失
い
、
新
し
い
機
械

を
購
入
す
る
の
も
厳
し
い
状
態
な
の
に

…
と
落
胆
し
た
お
年
寄
り
の
農
家
の
中

か
ら
は
、
農
業
再
開
を
断
念
す
る
者
も

出
て
き
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
農
家
が
抱
え
る
高
齢
化
、
後

継
者
不
足
は
相
馬
市
で
も
深
刻
な
問
題

で
す
。こ
れ
ま
で
は
集
落
営
農
で
対
応

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
震
災
ダ
メ

［農地復旧復興（純国産大豆）プロジェクト］
（第４次助成）　福島県相馬市
農業機械の助成を受け
塩害や風評被害に負けない

大豆を耕作

待望の機械が手に入り、いよいよこれからと話す飯豊
ファームの発起人のみなさん

第2次助成先第2次助成先

大豆による相馬市の農業再生を目指し
三つの農業法人が立ち上がりましたずらりと並んだトラクターをはじめ

各種農業機械が農業法人に貸与されます

地
域
を
代
表
す
る
農
業
法
人
へ

必
要
な
農
業
機
械
を
市
が
貸
与

若
い
世
代
に
継
承
で
き
る
よ
う
に

大
豆
加
工
品
の
製
造・販
売
も

■交付内容■
◉合同会社飯豊ファーム：トラクター10
台、コンバイン２台、ブームスプレーヤー
３台、その他アタッチメント19種

◉合同会社岩子ファーム：トラクター７台、
コンバイン２台、ブームスプレーヤー２
台、その他アタッチメント16種、大豆選
別機３種

◉合同会社アグリフード飯淵：トラクター
１台、コンバイン１台、その他アタッチメ
ント８種

社会福祉法人野田村保育会
野田村保育所再建事業

　津波から園児全員が無事脱出し話題となっ
た野田村保育所ですが、施設は完全に破壊され、
新規建設のため本助成を活用しました。2012
年４月11日、新保育所建設の地鎮祭が行われ、
より安全な高台で11月の開所を目指します。

新保育所は以前より約１km内陸に入った17m以上
の高台へ

釜石市漁業協同組合連合会
魚市場経営基盤再生事業

　震災で損失した釜石漁港の水揚げ機能を回
復するために…。2012年４月23日、新浜町地区・
第２魚市場にて氷供給装置（移動式砕氷車両）、
衛生管理施設（殺菌冷海水供給装置）の竣工式
が行われました。

毎時48トンの砕氷処理能力を持つ移動式砕氷車両

常時１℃の
殺菌海水を
供給できる
殺菌冷海水
供給装置
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入
る
の
は
、
組
合
と
加
入
組
合
員
の
う

ち
９
社
が
入
り
、
持
て
る
技
術
を
出
し

合
い
、開
始
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
あ
る
程
度
の
さ
ん
ま
を
用
意
で
き

ま
し
た
の
で
、
組
合
が
み
な
さ
ん
に
原

料
を
供
給
し
、２
次
加
工
、３
次
加
工
を

行
っ
て
も
ら
う
つ
も
り
で
す
。こ
れ
で

ま
ず
雇
用
の
場
を
確
保
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」。し
か
し
、
仮
設
加
工
団
地

が
稼
働
し
は
じ
め
て
も
簡
単
に
以
前
の

状
況
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。

　
「
い
ま
は
気
仙
沼
魚
市
場
へ
の
水
揚

量
も
減
少
し
て
い
ま
す
。ま
た
震
災
で

水
産
加
工
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
た
め
、

取
引
先
の
お
客
様
は
別
ル
ー
ト
に
変
更

す
る
な
ど
、厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
本
助
成
を
活
か
し
て
、
破
壊

さ
れ
た
廃
水
浄
化
装
置
を
加
工
団
地
に

導
入
す
る
な
ど
、か
つ
お
は
も
ち
ろ
ん
、

牡
蠣
や
ホ
タ
テ
、
ホ
ヤ
な
ど
の
加
工
も

行
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
」。

　
加
工
団
地
に
は
、
か
つ
お
を
す
ぐ
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
調
理
加
工
で
き
る
方
、

鰹
節
の
な
ま
り
節
の
加
工
が
で
き
る
方
、

サ
メ
を
市
場
か
ら
仕
入
れ
て
加
工
処
理

し
て
出
荷
で
き
る
方
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
加
工
技
術
者
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

全
員
の
技
と
力
を
合
わ
せ
、
気
仙
沼
市

の
加
工
業
復
興
は
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
た
大
部
分
の
土
地
や
施
設
に
建
築
制

限
が
か
か
り
、
再
建
へ
の
金
銭
的
な
目

処
も
立
た
ず
、
多
く
の
加
工
業
者
が
途

方
に
暮
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。気
仙
沼

水
産
加
工
業
協
同
組
合
は
、
一
刻
も
早

く
共
同
で
加
工
作
業
を
行
う
仮
設
の
水

産
加
工
団
地
の
建
設
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。し
か
し
国
や
団
体
か
ら
の
支
援

は
建
物
の
み
。設
備
導
入
や
内
装
工
事

な
ど
を
行
う
た
め
、
本
助
成
に
申
請
を

し
ま
し
た
。

　
「
内
装
工
事
費
や
設
備
費
な
ど
を
全

部
支
援
い
た
だ
き
、
組
合
員
に
ど
れ
だ

け
力
に
な
っ
た
か
量
り
知
れ
ま
せ
ん
」

と
気
仙
沼
水
産
加
工
業
協
同
組
合
の
清

水
徹
二
代
表
理
事
組
合
長
は
話
し
ま
す
。

　
44
社
が
加
入
す
る
気
仙
沼
水
産
加
工

業
協
同
組
合
。今
回
、仮
設
加
工
団
地
に

　
気
仙
沼
市
は
、
生
鮮
か
つ
お
の
水
揚

が
全
国
一
。他
に
も
ま
ぐ
ろ
・
か
じ
き
・

さ
ん
ま
・
サ
メ
類
な
ど
の
水
揚
も
豊
富

で
、
水
産
加
工
業
は
活
気
に
満
ち
て
い

ま
し
た
。そ
ん
な
気
仙
沼
市
を
津
波
が

襲
い
、
平
地
が
少
な
く
低
い
場
所
に
建

て
ら
れ
て
い
た
多
く
の
加
工
場
、
冷
蔵

庫
施
設
な
ど
が
軒
並
み
被
害
を
受
け
、

保
管
し
て
あ
っ
た
加
工
品
や
原
料
も
す

べ
て
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。被
災

助 成 先 を 訪 ね て

［仮設水産加工場施設設備整備事業］
（第５次助成）　気仙沼水産加工業協同組合
気仙沼水産加工業の復興の鍵

仮設水産加工団地の
設備・内装を本助成で

仮設水産加工団地に入る組合員・関係者のみなさん
前列右から2番目が清水徹二代表理事組合長

魚市場の近くに建設された
仮設水産加工団地

水
産
加
工
団
地
で
被
災
し
た

加
工
業
者
が
復
業
で
き
る
よ
う
に

気
仙
沼
の
加
工
技
術
を
結
集
し

で
き
る
こ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
実
現

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
樹
木
の
被
害

本
数
は
、
海
岸
林
と
内
陸
部
緑
化
樹
木

を
合
わ
せ
て
約
１
０
０
０
万
本
に
及
ぶ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。相
馬
市
で
も
松

川
浦
周
辺
で
流
出
し
た
海
岸
防
災
林
は

１
０
０
ha
以
上
に
な
り
ま
す
。

　
海
岸
防
災
林
で
津
波
自
体
を
完
全
に

抑
止
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
津

波
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
衰
退
効
果
や
漂
流
物

の
捕
捉
効
果
な
ど
は
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
相
馬
市
の
海
岸
防
災
林
が
担
っ
て

き
た
飛
砂
・
潮
風
害
の
防
備
な
ど
も
踏

ま
え
る
と
、
海
岸
防
災
林
の
再
生
は
必

要
不
可
欠
で
す
。

　
海
岸
防
災
林
の
再
生
に
は
、
年
月
を

要
す
た
め
、
計
画
全
体
の
立
案
や
苗
木

の
育
成
は
早
急
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
地

元
の
苗
木
生
産
者
が
参
加
す
る
こ
と
で
、

相
馬
市
の
産
業
復
興
に
も
貢
献
で
き
る

と
し
て
、
緑
地
創
造
研
究
会
は
本
助
成

へ
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
松
川
浦
周
辺
の
海
岸
防
災
林
は
、
干

潟
状
の
立
地
に
あ
っ
た
た
め
、
根
が
浅

く
容
易
に
流
出
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
を
教
訓
に
盛
土
に
よ
る
築
堤
と
併

せ
て
海
岸
防
災
林
の
再
生
が
計
画
さ
れ

ま
し
た
。

　
造
園
分
野
の
専
門
家
集
団
・
緑
地
創

造
研
究
会
の
山
本
康
雄
代
表
幹
事
は

「
生
物
多
様
性
保
全
の
観
点
や
地
元
の

気
候
な
ど
地
域
性
を
考
慮
し
た
“
良
質

な
地
域
性
苗
木
”
を
用
い
て
海
岸
防
災

林
を
再
生
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
」と
話
し
ま
す
。

　
苗
木
は
基
本
的
に
地
元
で
育
て
て
い

き
ま
す
が
、
東
北
地
方
は
常
緑
広
葉
樹

の
種
子
の
発
芽
率
が
あ
ま
り
良
く
な
い

た
め
、
千
葉
県
の
生
産
者
の
協
力
も
仰

ぐ
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
苗

木
育
成
の
技
術
な
ど
を
学
び
、
相
馬
市

の
生
産
者
た
ち
が
今
後
の
海
岸
防
災
林

再
生
事
業
の
核
と
な
っ
て
い
く
こ
と
で
、

農
業
施
設
の
有
効
活
用
や
継
続
的
な
苗

木
生
産
と
い
う
新
し
い
地
元
産
業
の
創

出
に
つ
な
が
り
、
雇
用
も
促
進
で
き
る

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
初
の
苗
木
が
植
樹
さ
れ
る
の
は
、

平
成
26
年
の
予
定
。そ
の
後
も
継
続
的

に
植
樹
を
展
開
し
、
５
年
後
に
は
合
計

10
万
本
の
苗
木
を
植
え
て
松
川
浦
周
辺

の
海
岸
防
災
林
を
再
生
し
て
い
く
計
画

で
す
。

［福島県立自然公園松川浦周辺の海岸防災林再生事業］
（第５次助成）　緑地創造研究会

被
災
か
ら
１
年
経
っ
た
今
も
変
わ
ら

な
い
大
洲
海
岸

松
川
浦

内装工事や設備導入を本助成で

海
岸
防
災
林
再
生
を

地
元
の
産
業
復
興
と
と
も
に
推
進

２
年
後
に
最
初
の
苗
木
を
植
樹

５
年
後
に
は
合
計
10
万
本
へ



と
す
原
因
と
な
り
ま
す
。ス
ラ
リ
ー
ア

イ
ス
は
、
海
水
を
使
い
海
水
中
の
水
の

分
子
を
小
さ
な
氷
の
結
晶
に
し
て
い
ま

す
か
ら
溶
け
て
も
海
水
に
戻
る
の
で
、

鮮
度
の
面
で
も
安
心
で
す
。さ
ら
に
、殺

菌
処
理
し
た
海
水
と
一
緒
に
タ
ン
ク
に

入
れ
て
か
き
混
ぜ
、
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
状

に
し
て
使
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
宮
城

県
漁
業
協
同
組
合
志
津
川
支
所
の
佐
々

木
委
員
長
。

　
魚
の
鮮
度
を
保
つ
に
は
、
冷
た
い
海

水
が
理
想
で
す
が
、
海
水
だ
け
で
は
魚

の
熱
で
次
第
に
温
度
が
上
が
っ
て
し
ま

い
ま
す
。そ
こ
で
開
発
さ
れ
た
の
が
、粒

状
の
氷
と
殺
菌
さ
れ
た
海
水
を
混
ぜ
た

ス
ラ
リ
ー
ア
イ
ス
で
す
。小
さ
な
球
形

の
氷
は
、
普
通
の
氷
に
比
べ
て
魚
体
を

極
力
傷
つ
け
ま
せ
ん
。さ
ら
に
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
状
な
の
で
魚
に
接
す
る
面
積
が

大
き
く
、
素
早
く
均
等
に
冷
や
す
こ
と

が
で
き
、鮮
度
を
長
く
保
持
で
き
ま
す
。

ま
た
、
塩
分
濃
度
が
高
い
と
冷
た
く
な

り
過
ぎ
、
魚
が
凍
っ
て
鮮
度
が
落
ち
る

原
因
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
装
置
は
塩

分
濃
度
を
任
意
に
設
定
で
き
、
魚
が
凍

ら
な
い
ぎ
り
ぎ
り
の
冷
た
さ
の
温
度
に

保
つ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ス
ラ
リ
ー
ア
イ
ス
製
氷
機
の
導
入
は
、

志
津
川
漁
港
が
宮
城
県
で
は
初
の
試
み

で
す
。

　
「
魚
市
場
で
は
鮮
度
維
持
が
命
で
す

か
ら
、
ス
ラ
リ
ー
ア
イ
ス
の
導
入
は
ず

っ
と
検
討
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
今

回
の
助
成
で
や
っ
と
念
願
が
叶
い
ま
し

た
。タ
ン
ク
内
の
ス
ラ
リ
ー
ア
イ
ス
は
、

配
管
を
通
じ
て
構
内
の
４
カ
所
の
取
り

出
し
口
か
ら
供
給
さ
れ
ま
す
。水
道
水

の
よ
う
に
、
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
必
要
な

時
に
必
要
な
だ
け
の
ス
ラ
リ
ー
ア
イ
ス

が
出
て
き
ま
す
。こ
れ
な
ら
氷
を
運
ぶ

面
倒
が
な
く
、
女
性
で
も
容
易
に
使
用

で
き
ま
す
ね
」と
佐
々
木
委
員
長
。

　
ス
ラ
リ
ー
ア
イ
ス
製
氷
機
が
導
入
さ

れ
た
志
津
川
漁
港
に
は
、
５
月
か
ら
本

格
的
に
は
じ
ま
っ
た
銀
ザ
ケ
、
オ
キ
ア

ミ
と
し
て
使
わ
れ
る
イ
サ
ダ
な
ど
が

次
々
と
水
揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。

定
で
、
最
終
的
に
は
宮
城
県
の
五
つ
の

漁
港
に
完
備
す
る
計
画
で
す
。

　
ス
ラ
リ
ー
ア
イ
ス
は
、
い
ま
ま
で
市

場
で
使
っ
て
い
た
ロ
ッ
ク
ア
イ
ス
と
ど

う
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
普
通
の
氷
は
真
水
を
使
っ
て
い
る

の
で
、
溶
け
た
真
水
が
魚
の
鮮
度
を
落

　
津
波
に
よ
り
深
刻
な
被
害
を
受
け
た

宮
城
県
の
五
つ
の
漁
港
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
懸
命
に
復
旧
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。そ
の
中
で
特
に
緊
急
を
要
す
の
が

水
揚
げ
機
能
の
回
復
で
す
。

　
魚
市
場
の
鮮
魚
流
通
に
は
氷
の
確
保

が
必
須
条
件
。製
氷
、冷
凍
・
冷
蔵
設
備

が
整
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
漁
船
は
安
心

し
て
水
揚
げ
が
で
き
ま
せ
ん
。そ
こ
で

宮
城
県
は
、本
助
成
を
活
用
し
、五
つ
の

漁
港
へ
の
設
備
導
入
の
支
援
を
は
じ
め

ま
し
た
。

　
３
月
26
日
、
そ
の
内
の
一
つ
志
津
川

漁
港
で
水
揚
げ
量
増
大
に
効
果
を
期
待

さ
れ
る“
ス
ラ
リ
ー
ア
イ
ス
製
氷
機
”の

導
入
が
完
了
し
ま
し
た
。こ
の
ス
ラ
リ

ー
ア
イ
ス
製
氷
機
は
、
６
月
に
女
川
漁

港
、７
月
に
石
巻
・
牡
鹿
漁
港
に
導
入
予

［高鮮度水産物供給施設整備事業］
（第１次助成）　宮城県

スラリーアイス製氷機で
安心して水揚げできる

漁港へと強化

宮城県漁業協同組合
志津川支所運営委員会　佐々木憲雄委員長

スラリーアイスの製造供給設備

復
興
を
目
指
す
五
つ
の
漁
港
に

県
が
製
氷・冷
凍
設
備
を
支
援

ス
ラ
リ
ー
ア
イ
ス
で
水
産
物
を

高
鮮
度
、高
品
質
に

　
５
月
９
日
、
木
川
社
長
が
第
１
次

助
成
先
の
一
つ
で
あ
る
南
三
陸
町
を

視
察
し
ま
し
た
。南
三
陸
町
で
は
、仮

設
市
場
が
昨
年
10
月
に
、
今
年
５
月

に
は
仮
設
ワ
カ
メ
作
業
所
が
完
成
し
、

現
在
は
９
月
を
目
標
に
仮
設
カ
キ
処

理
場（
カ
キ
む
き
場
）と
塩
水
取
水
塔

の
再
建
を
進
め
て
い
ま
す
。視
察
後

は
南
三
陸
町
の
町
役
場
に
向
か
い
、

遠
藤
副
町
長
、
宮
城
県
漁
業
協
同
組

合
志
津
川
支
所
の
佐
々
木
委
員
長
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
生
産
、加
工
、流
通
と
全
部
が
つ

な
が
る
復
興
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
財
源
環
境
が
見
え
て
こ
な

写
真
左
よ
り
南
三
陸
町
遠
藤
健
治
副
町
長
、
ヤ
マ

ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）木
川
眞
社
長
、
宮
城

県
漁
業
協
同
組
合
志
津
川
支
所
佐
々
木
憲
雄
委
員

長 ヤ
マ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）

木
川
眞
社
長
が
南
三
陸
町
を
視
察

海水の塩分を抜き水分だけを粒状の小さな氷に

氷の粒と殺菌した海水を混ぜてシャーベット状にします

魚
市
場
と
し
て
の
付
加
価
値
を

高
め
て
水
揚
げ
ア
ッ
プ
を
促
進
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化
ま
で
を
一
気
に
行
っ
た
上
で
、
階
上

に
あ
る
ワ
カ
メ
流
通
セ
ン
タ
ー
に
出
荷
、

入
札
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
取
材
に
お
伺
い
し
た
時
、
作
業
所
に

は
２
０
０
０
ケ
ー
ス
も
の
ワ
カ
メ
が
出

荷
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。今
年
は
ワ
カ

メ
に
と
っ
て
は
最
高
に
良
い
年
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
今
年
は
、潮
の
周
り
も
良
い
で
す
し
、

例
年
よ
り
も
低
水
温
で
、
ワ
カ
メ
な
ど

海
藻
類
に
良
い
環
境
と
な
り
、
順
調
に

育
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、い
つ
も
な
ら
５

月
に
入
る
と
ワ
カ
メ
は
黄
色
く
な
っ
て

し
ま
い
、
も
う
製
品
に
な
ら
な
い
の
で

す
が
、
低
水
温
の
お
陰
で
ま
だ
大
丈
夫

な
ん
で
す
」と
菅
原
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
他
に
も
復
旧
を
進
め
て
い
る
設
備
に
、

９
月
完
成
予
定
の
仮
設
カ
キ
処
理
場

（
カ
キ
む
き
場
）と
塩
水
取
水
塔
が
あ
り

ま
す
。

　
塩
水
取
水
塔
は
、
公
園
だ
っ
た
場
所

に
県
の
許
可
を
得
て
井
戸
を
掘
り
、
そ

こ
か
ら
海
水
を
ひ
い
て
、
地
上
15
ｍ
ほ

ど
の
タ
ン
ク
に
海
水
を
貯
め
る
よ
う
に

設
計
し
て
い
ま
す
。施
設
が
完
成
す
る

と
、
地
下
の
パ
イ
プ
を
通
し
て
近
隣
の

水
産
加
工
場
や
仮
設
カ
キ
処
理
場
（
カ

キ
む
き
場
）
に
海
水
を
送
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
「
塩
水
取
水
塔
が
本
格
的
に
稼
働
す

れ
ば
、随
分
と
便
利
に
な
り
ま
す
ね
」と

佐
々
木
委
員
長
は
話
し
ま
す
。

　
ワ
カ
メ
や
サ
ケ
な
ど
の
水
揚
げ
が
順

調
に
行
わ
れ
、
以
前
の
活
気
を
取
り
戻

し
は
じ
め
た
南
三
陸
町
。仮
設
カ
キ
処

理
場（
カ
キ
む
き
場
）と
塩
水
取
水
塔
の

建
設
を
進
め
な
が
ら
、
さ
ら
に
漁
船
の

購
入
も
行
い
、
よ
り
多
く
の
方
が
元
気

に
働
け
る
環
境
を
一
つ
ひ
と
つ
整
え
て

い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

の
希
望
を
与
え
た
い
」
と
本
助
成
に
申

請
し
ま
し
た
。昨
年
10
月
に
は
仮
設
市

場
を
完
成
さ
せ
初
競
り
も
実
現
。震
災

か
ら
１
年
強
、
町
は
動
き
始
め
て
い
ま

す
。

　
そ
ん
な
南
三
陸
町
で
今
年
５
月
、
新

た
に
仮
設
ワ
カ
メ
作
業
所
も
完
成
し
、

地
元
復
興
に
弾
み
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
仮
設
ワ
カ
メ
作
業
所
が
で
き

る
ま
で
は
、
気
仙
沼
の
階
上
（
は
し
か

み
）
と
い
う
所
ま
で
40
分
以
上
か
け
て

わ
ざ
わ
ざ
運
び
、
そ
こ
で
放
射
能
な
ど

の
検
査
を
し
な
け
れ
ば
製
品
に
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。仮
設
で
も
や
っ
ぱ
り
近

く
に
あ
る
と
い
う
の
は
、
凄
く
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
ね
」と
話
す
の
は
、宮
城

県
漁
業
協
同
組
合　
菅
原
茂
さ
ん
。

　
い
ま
は
こ
の
作
業
所
で
検
査
、
製
品

　
“
シ
ロ
ザ
ケ
の
漁
獲
量
で
宮
城
県
一
、

カ
キ
や
ワ
カ
メ
の
養
殖
で
も
名
高
い
南

三
陸
町
に
一
日
も
早
く
立
ち
直
っ
て
も

ら
い
た
い
”
と
宮
城
県
は
右
ペ
ー
ジ
の

『
高
鮮
度
水
産
物
供
給
施
設
整
備
事
業
』

で
南
三
陸
町
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
南
三
陸
町
自
ら
も
、
津
波
で
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
市
場
や
水
産
物
の
加

工
を
行
う
作
業
所
な
ど
を
復
旧
し
「
漁

師
や
町
の
人
た
ち
に
働
く
術
と
復
興
へ

助 成 先 を 訪 ね て

［水産業基盤施設緊急復興事業］
（第１次助成）　南三陸町
仮設市場に加え、

待望の仮設ワカメ作業所も完成

宮城県漁業協同組合
菅原茂さん

５月に完成した仮設ワカメ作業所

漁
師
や
地
元
の
人
に
仕
事
を

取
り
戻
す
た
め
に
助
成
を
申
請

仮
設
ワ
カ
メ
作
業
所
が
で
き
て

効
率
が
格
段
に
良
く
な
っ
た

い
状
況
で
し
た
。こ
の
助
成
で
み
ん

な
が
前
に
向
か
っ
て
力
強
く
踏
み
出

せ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。感
謝
し
て
い
ま
す
」と
遠
藤
副

町
長
。

　
佐
々
木
委
員
長
も「
仮
設
市
場
、作

業
所
、漁
船
、さ
ら
に
ず
っ
と
欲
し
か

っ
た
ス
ラ
リ
ー
ア
イ
ス
製
氷
機
の
導

入
も
実
現
で
き
、
必
要
と
し
て
い
た

設
備
、
機
能
が
順
調
に
整
備
で
き
て

い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　
木
川
社
長
も
「
ど
こ
よ
り
も
早
く

再
開
さ
れ
て
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
、
効

果
の
あ
る
助
成
の
良
い
モ
デ
ル
と
な

っ
て
ま
す
ね
」
と
視
察
の
感
想
を
話

し
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
南
三
陸
町
が
完
全
に
復

興
を
遂
げ
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間

が
か
か
り
ま
す
。

　
「
震
災
で
多
く
の
も
の
を
失
い
ま

し
た
が
、豊
か
な
海
が
残
り
ま
し
た
。

い
ま
は
み
ん
な
で
協
力
し
合
い
、
共

同
漁
業
化
で
臨
ま
な
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。今
後
こ
の
町
を
担
う
若
い

世
代
の
人
た
ち
は
、
そ
れ
を
強
く
意

識
・
実
感
で
き
て
い
る
の
で
、頼
も
し

く
思
い
ま
す
」と
遠
藤
副
町
長
、佐
々

木
委
員
長
は
話
し
て
い
ま
す
。

働く喜びに笑顔も広がります

仮
設
カ
キ
処
理
場（
カ
キ
む
き
場
）

塩
水
取
水
塔
も
９
月
に
完
成
予
定

ワカメの出荷作業
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新
し
い
施
設
に
は
、
震
災
で
の
教
訓

が
反
映
さ
れ
、
魚
市
場
第
１
卸
売
場
の

構
造
は
平
屋
か
ら
２
階
建
て
に
変
更
し
、

事
務
所
や
休
憩
室
な
ど
も
２
階
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。第
２
卸
売
場
は
、地
盤

沈
下
し
た
荷
さ
ば
き
場
の
段
差
を
解
消

し
た
ほ
か
、
電
源
設
備
や
海
水
滅
菌
装

置
な
ど
を
２
階
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
29
日
に
開
か
れ
た
竣
工
式
で
山

内
隆
文
久
慈
市
長
は
「
水
産
業
は
久
慈

市
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、
こ
の
竣
工
を

機
に
、
さ
ら
な
る
水
揚
げ
の
増
加
を
図

り
、当
地
の
水
産
業
の
復
旧
・
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

　
久
慈
市
漁
業
協
同
組
合
の
皀
健
一
郎

揚
げ
で
き
る
状
態
に
し
よ
う
と
関
係
者

が
一
丸
と
な
っ
て
ガ
レ
キ
を
片
付
け
、

県
内
13
魚
市
場
の
中
で
最
も
早
く
、
昨

年
３
月
30
日
に
は
競
り
を
再
開
し
ま
し

た
。そ
の
後
も
復
旧
工
事
を
進
め
、魚
市

場
第
１
卸
売
場
を
今
年
４
月
20
日
に
、

第
２
卸
売
場
を
同
じ
く
５
月
21
日
に
完

成
で
き
ま
し
た
。

　
岩
手
県
で
は
、
本
助
成
を
活
用
し
て

被
災
し
た
13
の
魚
市
場
と
関
連
す
る
漁

業
生
産
関
連
施
設
の
復
旧
を
支
援
し
て

い
ま
す
。水
産
物
高
鮮
度
流
通
に
不
可

欠
な
給
水
お
よ
び
殺
菌
設
備
、
鮮
度
保

持
タ
ン
ク
、荷
捌
き
設
備
な
ど
の
整
備
、

復
旧
の
費
用
を
助
成
。現
在
、さ
ま
ざ
ま

な
施
設
で
着
々
と
復
旧
事
業
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。今
回
は
竣
工
式
を
開
催

し
た
久
慈
市
営
魚
市
場
と
、
復
旧
工
事

完
成
記
念
式
典
を
行
っ
た
洋
野
町
営
八

木
魚
市
場
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

　
津
波
に
よ
り
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け

た
久
慈
市
営
魚
市
場
。一
刻
も
早
く
水

［水産業共同利用施設復旧支援事業］
（第４次助成）　岩手県

岩手県が県内13の魚市場の
漁業関連施設の復旧を支援

市場機能を復旧させ活気を取り戻しはじめた
久慈市営魚市場

市
場
と
関
連
施
設
を
連
携
し

岩
手
県
の
水
産
業
復
興
を
目
指
す

　
「
地
震
が
来
た
時
、私
は
役
場
に
い
た

の
で
す
が
病
院
に
連
絡
を
取
る
と
“
も

う
駄
目
で
す
”と
電
話
の
向
こ
う
の
声
。

慌
て
て
病
院
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
」
と

小
野
町
の
宍
戸
良
三
町
長
は
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。

　
公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
は
、
59

年
前
に
小
野
町
、田
村
市
、平
田
村
、川

内
村
、
い
わ
き
市
の
５
市
町
村
が
出
資

し
て
建
て
た
総
合
病
院
で
す
。

　
昭
和
45
年
に
旧
館
が
、
平
成
２
年
に

は
新
館
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。入
院
病

床
は
１
１
９
床
、
外
来
診
療
は
内
科
を

は
じ
め
10
科
が
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
域
で
不
足
し
て
い
る
婦
人
科
、

小
児
科
、耳
鼻
咽
喉
科
、眼
科
、皮
膚
科

の
診
療
を
行
い
、
さ
ら
に
人
工
透
析
治

療
、訪
問
看
護
な
ど
の
在
宅
医
療
、ま
た

市
町
村
や
老
人
福
祉
施
設
と
連
携
し
た

地
域
福
祉
へ
の
貢
献
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
地
域
住
民
の
医
療
を
支
え
る

か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。そ
ん
な

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
が
こ
の
震

災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
特
に
旧
館
は
倒
壊
の
危
険
性
が
指
摘

さ
れ
る
ほ
ど
に
。新
館
と
旧
館
の
つ
な

ぎ
目
に
は
10
セ
ン
チ
ほ
ど
の
段
差
が
で

き
、旧
館
は
ク
ラ
ッ
ク
だ
ら
け
。屋
上
の

給
水
タ
ン
ク
の
配
管
は
外
れ
、
５
階
か

ら
１
階
ま
で
水
び
た
し
の
状
態
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
「
震
災
時
、旧
館
に
１
０
０
人
く
ら
い

入
院
患
者
さ
ん
が
い
た
の
で
す
が
、
建

物
が
危
険
な
状
態
な
の
で
と
に
か
く
新

館
や
外
の
施
設
に
移
れ
る
よ
う
に
と
、

病
院
と
役
場
の
職
員
が
協
力
し
合
い
対

応
し
て
い
き
ま
し
た
」と
宍
戸
町
長
。

　
「
な
に
も
情
報
が
届
か
ず
病
院
の
ス

タ
ッ
フ
も
不
安
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す

が
、
だ
れ
も
避
難
し
よ
う
と
は
し
ま
せ

ん
で
し
た
。全
員
が
一
つ
と
な
っ
て
患

者
さ
ん
の
ケ
ア
に
あ
た
り
、
病
院
の
機

能
維
持
に
頑
張
っ
た
の
で
す
」
と
藤
井

文
夫
企
業
長
。

　
５
市
町
村
に
は
避
難
区
域
と
な
っ
て

い
る
所
も
多
く
、
今
後
被
災
者
が
帰
還

す
る
上
で
も
医
療
環
境
の
整
備
は
急
務

で
す
。

　
ま
た
高
齢
化
に
よ
り
長
期
療
養
患
者

の
増
加
も
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。本
助

成
に
よ
り
、
被
害
を
受
け
た
旧
館
の
建

替
え
や
医
療
施
設
が
一
刻
も
早
く
整
備

さ
れ
る
こ
と
を
、
全
住
民
が
心
待
ち
に

し
て
い
ま
す
。

［公立小野町地方綜合病院整備事業］
（第５次助成）　公立小野町地方綜合病院企業団

ク
ラ
ッ
ク
だ
ら
け
の
旧
館

小
野
町

被
災
し
た
総
合
病
院
を
支
援
し

５
市
町
村
の
医
療
環
境
を
整
備

病
院
ス
タ
ッ
フ
と
役
場
の
職
員
が

力
を
合
わ
せ
患
者
さ
ん
を
フ
ォ
ロ
ー

　久
慈
市
営
魚
市
場

新
施
設
の
力
を
余
す
こ
と
な
く

発
揮
さ
せ
水
揚
げ
を
増
大
し
た
い

魚市場の第１・第２卸売場の完成を祝い竣工式を開催

ここまで
津波が

大型の定置漁船が２艘重なって
挟まった第２卸売場昨年３月30日、異例の早さで競りを再開
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代
表
理
事
組
合
長
は
「
整
備
さ
れ
た
こ

の
施
設
を
余
す
所
な
く
活
用
し
、
今
後

の
水
揚
げ
増
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
」

と
意
気
込
み
を
話
し
て
い
ま
す
。

　
場
所
に
よ
っ
て
は
10
ｍ
を
超
え
る
大

津
波
に
襲
わ
れ
た
洋
野
町
。洋
野
町
営

八
木
魚
市
場
も
軒
先
ま
で
冠
水
し
、
施

設
や
設
備
の
大
半
が
流
失
し
て
し
ま
い
、

市
場
は
屋
根
と
柱
の
み
と
変
わ
り
果
て

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
災
害
に
負
け
ま
い
と
す
る

強
い
気
持
ち
か
ら
、
津
波
警
報
解
除
か

ら
わ
ず
か
10
日
後
に
は
市
場
の
入
札
会

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
水
産
物
や
流
通
の
重
要
拠
点
で
あ

り
、
洋
野
町
の
水
産
業
の
シ
ン
ボ
ル
で

も
あ
る
魚
市
場
を
一
刻
も
早
く
復
旧
し

よ
う
」
と
漁
業
組
合
や
町
民
が
一
体
と

な
っ
て
ガ
レ
キ
撤
去
な
ど
を
開
始
。

着
々
と
復
旧
工
事
を
推
進
し
て
き
た
結

助 成 先 を 訪 ね て

第４次助成先

　
福
島
県
相
双
地
域
で
は
、
多
く
の
医

療
関
連
施
設
が
原
発
事
故
に
よ
る
避
難

区
域
に
該
当
し
て
お
り
、
８
施
設
あ
っ

た
介
護
老
人
保
健
施
設（
以
下
老
健
）が

４
施
設
に
、
14
施
設
あ
っ
た
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム（
以
下
特
養
）は
７
施
設
に
、

16
病
院
も
９
病
院
へ
と
減
少
し
、
高
齢

者
医
療
、
福
祉
介
護
機
能
が
著
し
く
低

下
し
て
い
ま
す
。

　
南
相
馬
市
に
あ
る
「
鹿
島
厚
生
病
院

併
設
介
護
老
人
保
健
施
設　

厚
寿
苑
」

は
、
地
震
の
被
害
は
あ
り
ま
し
た
が
幸

い
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
区
域
外
で
あ

っ
た
た
め
被
災
後
も
機
能
を
維
持
で
き

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
避
難
さ
れ
て
来
た
約

２
０
０
０
人
の
中
に
は
高
齢
者
も
多
く
、

厚
寿
苑
の
い
ま
の
病
床
数
で
は
対
応
し

き
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
福

島
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
は
、

早
期
に
増
床
を
進
め
、
１
０
０
名
の
定

員
へ
と
強
化
で
き
る
よ
う
に
本
助
成
に

申
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
海
岸
付
近
の
老
健
施
設
は
津
波
に

よ
っ
て
倒
壊
し
、
い
ま
だ
再
開
の
目
処

が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。厚
寿
苑
は
、震
災

後
も
南
相
馬
市
内
で
唯
一
フ
ル
稼
働
で

き
る
医
療
・
介
護
施
設
と
し
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
が
、
震
災
後
は
入
所
希
望
者

が
急
増
し
て
い
ま
す
。現
在
も
２
０
０

人
以
上
の
方
が
入
所
で
き
ず
に
困
っ
て

い
る
の
で
す
」
と
福
島
県
厚
生
農
業
協

同
組
合
連
合
会
の
永
瀬
隆
雄
代
表
理
事

理
事
長
は
話
し
ま
す
。

　
老
健
、
特
養
施
設
の
不
足
だ
け
で
は

な
く
、多
く
の
病
院
で
医
師
や
看
護
士
、

介
護
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
人
手
不
足
が
深

刻
な
問
題
と
な
り
、
今
後
も
完
全
に
再

開
で
き
る
所
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。厚

寿
苑
の
施
設
強
化
が
一
刻
も
早
く
進
む

こ
と
は
、
相
双
地
域
全
住
民
の
切
な
る

願
い
で
す
。

　
「
地
域
の
医
療
を
、介
護
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
、
こ
こ
は
私
た
ち
が
頑
張
ら

な
く
て
は
と
い
う
思
い
で
臨
ん
で
い
ま

す
。今
回
の
助
成
で
は
、リ
ハ
ビ
リ
施
設

も
定
員
20
名
の
と
こ
ろ
を
倍
の
40
名
に

強
化
し
ま
す
。ま
た
、地
域
の
み
な
さ
ん

が
気
軽
に
集
ま
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

的
な
場
所
を
施
設
内
に
設
け
、
そ
こ
に

施
設
職
員
も
入
り
、
仮
設
住
宅
な
ど
で

暮
ら
す
地
域
の
方
の
ス
ト
レ
ス
を
少
し

で
も
ケ
ア
で
き
る
よ
う
に
と
考
え
て
い

ま
す
」。

［鹿島厚生病院併設介護老人保健施設　厚寿苑の新設事業］
（第５次助成）　福島県厚生農業協同組合連合会

現
厚
寿
苑
の
駐
車
場
部
分
に
新
し
い

施
設
を
建
設

南
相
馬
市

果
、今
年
４
月
25
日
に
、魚
市
場
復
旧
工

事
完
成
記
念
式
典
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
洋
野
町
の
水
上
信
宏
町

長
は「
当
市
場
は
、全
国
初
の
大
日
本
水

産
会
優
良
衛
生
水
質
管
理
市
場
に
認
定

さ
れ
た
実
績
を
持
っ
て
い
ま
す
。そ
れ

に
ふ
さ
わ
し
い
衛
生
管
理
設
備
、
鮮
度

管
理
設
備
の
充
実
を
目
指
し
て
こ
れ
ま

で
復
旧
を
進
め
て
来
ま
し
た
」と
挨
拶
。

市
場
の
管
理
・
運
営
を
行
う
種
市
南
漁

業
協
同
組
合
の
原
子
内
辰
巳
代
表
理
事

組
合
長
は
「
最
高
の
設
備
を
整
え
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
こ

れ
か
ら
は
魚
市
場
の
運
営
に
つ
い
て
も

県
内
ト
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
洋
野
町
営
八
木
魚
市
場
で
は
、

第
３
次
助
成
と
し
て
岩
手
県
が
支
援
す

る『
製
氷
・
貯
氷
施
設
回
復
支
援
事
業
』

に
よ
り
、
鮮
度
管
理
能
力
を
高
め
る
た

め
の
を
製
氷
・
貯
氷
設
備
の
導
入
も
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

震
災
で
低
下
し
た
高
齢
者
保
健
医
療
、

福
祉
機
能
の
早
期
回
復
を

南
相
馬
市
の
医
療
を
、介
護
を

私
た
ち
の
手
で
守
り
た
い

福島県東西しらかわ農業協同組合
地域農業再生基幹施設緊急整備事業
　2012年５月８日、東部共同農業倉庫の新築
起工式が行われました。被災した五つの農業倉
庫の代わりに、東西地区それぞれに低温管理機
能を強化した農業倉庫を新築し、物流の合理化
と品質管理の徹底を図ります。

東部地区の農業倉庫（943㎡）は９月竣工予定　西
部地区の農業倉庫（1,155㎡）は８月着工、来年7月
完成予定

「この農業倉庫を農業基盤の一つに」と挨拶する鈴
木昭雄代表理事組合長

　洋
野
町
営
八
木
魚
市
場

高
鮮
度
管
理
設
備
の
充
実
を
目
指
し

管
理
市
場
と
し
て
の
信
頼
を
維
持

津波に破壊され、がらんとしてしまった市場の中

魚市場完成記念式典では大漁旗を掲げ、
新たな門出の決意を示しました

海水冷却装置と断熱貯水タンク　汲み上げた海水を濾過・冷却・殺
菌し、配管を通じて市場内に供給
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平
成
21
年
度
に
厚
生
労
働
省
が
発
表

し
た
障
が
い
の
あ
る
方
の
全
国
平
均
工

賃
額
は
、
月
額
１
万
２
７
０
０
円
で
し

た
。こ
の
ま
ま
で
は
障
害
年
金
を
加
え

て
も
、
一
般
の
方
の
月
給
平
均
に
比
べ

あ
ま
り
に
も
差
が
開
い
て
い
ま
す
。い

ま
ま
で
も
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
施
設
、
事
業
所
の
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
よ
り
給
料
増

額
に
特
化
し
た
助
成
を
行
う
べ
き
だ
と
、

平
成
24
年
度
よ
り
福
祉
助
成
金
事
業
の

見
直
し
を
図
り
ま
し
た
。

　
新
た
に
「
障
が
い
者
給
料
増
額
支
援

助
成
金
」と
し
て「
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
助
成

金
、ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
助
成
金
、ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
助
成
金
」
の
三
つ
の
助
成
を

用
意
し
、
最
大
５
０
０
万
円
へ
と
助
成

額
を
上
げ
て
給
料
増
額
が
効
果
的
に
進

む
よ
う
に
事
業
、
設
備
の
強
化
を
支
援

し
ま
す
。

　
５
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
贈
呈
式
で

有
富
理
事
長
は
「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
“
経
済
的
自
立
力
を
備
え

た
新
し
い
福
祉
に
向
か
っ
て
”
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。そ
の

た
め
に
当
財
団
も
“
障
が
い
の
あ
る
方

が
働
い
て
、
お
給
料
を
た
く
さ
ん
も
ら

え
る
た
め
の
支
援
”、こ
の
一
点
に
集
中

し
て
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
」
と
挨
拶

を
し
ま
し
た
。

　
ヤ
マ
ト
運
輸
（
株
）
の
山
内
社
長
も

「
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ
る
上
で
、私
た

ち
も
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。良
い
成
績
を
上
げ
て
い
る
と
こ

ろ
を
参
考
に
す
る
こ
と
で
全
体
の
レ
ベ

ル
が
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。み
な
さ
ん

も
ぜ
ひ
全
国
の
施
設
の
良
い
お
手
本
と

な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

　
ま
た
ヤ
マ
ト
運
輸
労
働
組
合
の
森
下

中
央
執
行
委
員
長
は
「
５
月
に
障
が
い

の
あ
る
方
や
施
設
に
つ
い
て
学
ぶ
研
修

会
を
開
き
、
財
団
の
活
動
に
つ
い
て
も

理
解
を
深
め
ま
し
た
。私
た
ち
の
カ
ン

パ
が
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
給
料
増
額

な
ど
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で

き
れ
ば
、
組
合
員
も
よ
り
積
極
的
に
み

な
さ
ん
を
応
援
す
る
意
識
が
高
ま
る
と

考
え
て
い
ま
す
」と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
助
成
先
に

選
ば
れ
た
各
施
設
よ
り
給
料
増
額
を
目

指
す
内
容
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
理
事
長
は
最
後
に
、
今
回
助
成
先
に

選
ば
れ
た
み
な
さ
ん
へ
「
こ
の
助
成
で

成
果
を
上
げ
、
数
年
の
う
ち
に
ヤ
マ
ト

福
祉
財
団 

小
倉
昌
男
賞
を
受
賞
す
る

方
が
現
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
、
他
の
施
設
や
作
業
所
が

み
な
さ
ん
を
目
標
に
し
て
次
に
続
い
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
ん
な
良
い

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
」と
話
し
、贈
呈
式
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

給
料
増
額
へ
の
支
援
を
強
化

助
成
金
事
業
を
一
新
し
ま
し
た

平
成
24
年
度 

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
助
成
金
の

贈
呈
式
を
開
催
し
ま
し
た

障がい者
給料増額支援

　
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
で
は
、
平
成
24
年
度
よ
り
「
福
祉
助
成
金
事
業
」
の
見
直
し
を
行
い
、
従
来
の
「
福
祉
助
成
金
」
に
加
え
、
障
が
い

者
の
給
料
増
額
へ
の
助
成
に
特
化
し
た
「
障
が
い
者
給
料
増
額
支
援
助
成
金
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
こ
の
障
が
い
者
給
料
増
額
支
援
の
中
か
ら
「
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
助
成
金
」
に
選
ば
れ
た
９
事
業
所
の
贈
呈
式
を
、
５
月
23
日
に
東
京
都
中

央
区
に
あ
る
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム
で
開
催
し
ま
し
た
。

レベルアップ助成金が贈呈された９事業所。今後の給料増額の成果が期待されています。

他
の
施
設
、事
業
所
の

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
な
る
存
在
へ

ヤマト運輸労働組合
森下明利中央執行委員長

贈呈式で挨拶するヤマト運
輸（株） 山内雅喜社長 

「経済的自立力を備えた新
しい福祉に変革していきま
しょう」と話す有富理事長
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被災企業と手を取り合って
新たな活路を開く

新制度は、大きく二つの助成金に分かれています

レベルアップ助成金受賞施設をご紹介します

障がい者給料増額支援助成金
「障がい者給料増額支援助成金」は、三つに分けて支援します　※すべて障がい者の給料増額に効果的な事業、設備に限ります

障がい者福祉助成金
従来の福祉助成金のうち、「障がい者給料増額支援助成金」以外の助成金を「障がい者福祉助成金」として独立させました

レベルアップ助成金
（上限500万円・最大10件）

ステップアップ助成金
（上限100万円・50件程度）

スタートアップ助成金
（上限100万円・最大10件）

障がい者福祉助成金　（上限100万円・総額1,000万円以内）

　給料増額のモデルケースとして、よ
り本格的なしくみを取り入れた事業を
立ち上げるために、不足する資金の一
部を助成

※平均工賃一人当たり月額２万円以上を支給
し、助成対象が400万円以上に対応する
事業であること

　障がい者の給料増額に努力し、全
国平均以上の給料支給実績がある施
設・事業所に対して、さらにより多くの
給料を支払うための事業の開始、設
備の導入などを支援

※平均工賃一人当たり月額12,700円以上
を支給（昨年度実績）していること

　障がい者の所得保障に取り組む地
域活動支援センター、無認可小規模
作業所、生活介護事業所に限定し、給
料増額に結び付く設備の導入を支援

※平均工賃一人当たり月額5,000円以上を
支給（昨年度実績）していること

※１法人１施設、１団体１施設の事業所に限る

助成対象は「会議、講演会、研修事業に対する助成」「出版、啓発活動に対する助成」
「調査、研究、スポーツ、文化活動に対する助成」

社会福祉法人はらから福祉会 えいむ亘理
　入所・通所授産／宮城県亘理郡亘理町
　急速凍結機（液体凍結仕様）の購入
　平成26年度目標工賃：60,000円

　
亘
理
町
は
宮
城
県
南
部
の
海
沿
い
に

位
置
し
、水
産
業
と
イ
チ
ゴ
、リ
ン
ゴ
が

特
産
で
す
。え
い
む
亘
理
は
平
成
17
年
、

は
ら
か
ら
福
祉
会
に
八
つ
あ
る
施
設
の

う
ち
、
６
番
目
の
施
設
と
し
て
開
所
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
総
菜
事
業
、
カ
ッ
プ
野

菜
、豆
乳
・
豆
腐
事
業
と
約
２
年
間
ず
つ

三
つ
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、

す
べ
て
期
待
通
り
の
売
上
が
得
ら
れ
ず

撤
退
し
ま
し
た
。事
業
の
見
直
し
を
行

い
、
地
域
に
根
ざ
し
た
水
産
加
工
を
模

索
し
て
い
た
折
り
、
震
災
が
襲
い
ま
し

た
。

　
震
災
直
後
、
か
ま
ぼ
こ
な
ど
練
り
物

の
製
造
を
５
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

す
る
と
被
災
し
た
水
産
加
工
会
社
数
社

か
ら
一
夜
干
し
と
練
り
物
の
製
造
委
託

の
問
い
合
わ
せ
が
舞
い
込
み
ま
し
た
。

し
か
し
要
望
に
応
え
る
に
は
質
と
量
を

上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
の
指
摘
を
受
け
、

助
成
を
利
用
し
て
購
入
す
る
の
が
、
急

速
凍
結
機
で
す
。鮮
度
の
維
持
向
上
が

大
き
く
期
待
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
８
施
設
の
中
で
も
っ
と
も

低
い
給
与
で
し
た
が
、
練
り
物
総
菜
で

な
ん
と
か
時
給
50
円
ア
ッ
プ
が
叶
い
ま

し
た
。こ
の
先
は
干
物
を
中
心
に
売
上

を
上
げ
て
時
給
７
０
０
円
を
目
指
す
の

が
法
人
全
体
の
目
標
で
す
。障
が
い
の

あ
る
利
用
者
さ
ん
が
一
人
で
し
っ
か
り

と
地
域
で
生
き
て
い
け
る
よ
う
、
工
賃

を
あ
げ
る
た
め
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

■
え
い
む
亘
理
と
は
…

施設長 我妻時彦さん

■
鮮
度
は
商
品
の
生
命
線
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昭
和
63
年
に
無
認
可
の
小
規
模
作
業

所
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
15
年
に

社
会
福
祉
法
人
の
認
可
を
受
け
ま
し
た
。

現
在
の
主
力
事
業
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
す
。

古
紙
回
収
の
ほ
か
、県
内
の
コ
カ
・
コ
ー

ラ
の
営
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
や
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
、
魚
を

下
ろ
し
た
と
き
に
出
る
中
骨
を
貰
っ
て

き
て
加
工
し
、
犬
の
調
教
用
の
ビ
ス
ケ

ッ
ト
と
し
て
製
造
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
鶏
卵

業
者
の
方
か
ら
、
県
内
飲
食
店
か
ら
食

鶏
の
引
き
合
い
が
多
い
と
聞
き
、
食
鶏

の
飼
育
事
業
を
始
め
た
の
が
、
昨
年
４

月
の
こ
と
で
す
。飼
育
用
地
と
し
て
牛

舎
５
棟
が
つ
い
た
土
地
を
購
入
し
た
こ

と
か
ら
、
牛
も
飼
い
た
い
と
い
う
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

　
や
る
か
ら
に
は
こ
だ
わ
っ
て
、
国
産

飼
料
や
地
場
の
食
品
加
工
か
ら
出
た
副

産
物
を
飼
料（
＝
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
）に
し

た
い
。品
種
も
サ
シ
の
入
ら
な
い
赤
肉

の「
短
角
牛
」を
夏
山
冬
里
方
式
で
育
て

る
こ
と
に
し
、
差
別
化
を
図
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
お
か
ら
や
パ
ン
の
耳
、
ブ
ド

ウ
の
絞
り
カ
ス
な
ど
か
ら
エ
コ
フ
ィ
ー

ド
を
作
る
の
に
必
要
に
な
る
の
が
菌
体

飼
料
製
造
機
で
す
。

　
育
成
期
間
の
こ
と
も
あ
り
、
す
ぐ
に

利
益
が
出
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

５
０
０
万
い
た
だ
く
こ
と
の
重
み
を
噛

み
し
め
て
、
５
～
７
年
先
を
見
据
え
て

が
ん
ば
り
ま
す
。

おいしく育てた青ばた豆で
震災をはねのける

家畜や家禽と触れ合う
福祉就労の場づくりに挑戦

■
作
業
所
月
山
と
は
…

■
こ
だ
わ
り
の
鶏
と
牛
で
勝
負

就労継続支援B型 きぼうのあさがお
　継続B型／福島県南相馬市
　豆腐関連増設機器（燻製・油あげ・がんも製造機）・仕込み味噌製造設備の購入
　平成26年度目標工賃：50,000円

障害福祉サービス事業 作業所月山
　継続B型、生活訓練／山形県鶴岡市
　エコフィード製造のために乾燥用機械購入（菌体飼料製造機）
　平成26年度目標工賃：40,878円

理事長 石川一郎さん

　
こ
れ
ま
で
南
相
馬
市
鹿
島
区
で
、
主

に
青
ば
た
豆
を
つ
か
っ
た
味
噌
、豆
腐
、

豆
乳
を
製
造
す
る
ほ
か
、
ク
ロ
ネ
コ
メ

ー
ル
便
配
達
事
業
な
ど
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
震
災
に
よ
り
海
側
の
地
区
は
流
さ
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
メ
ー
ル
便
の
収

益
は
従
来
の
６
割
に
。畑
の
半
分
以
上

も
仮
設
住
宅
に
変
わ
り
、
収
穫
量
も
大

幅
に
減
り
ま
し
た
が
、
い
っ
ぽ
う
で
震

災
支
援
の
意
味
も
込
め
ら
れ
た
、
味
噌

や
豆
腐
の
注
文
が
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
被
災
し
た
障
が
い
者
を
数
多
く
受
け

入
れ
、
定
員
20
名
に
対
し
現
在
の
利
用

者
は
40
名
。過
密
に
よ
る
問
題
も
発
生

し
て
い
ま
す
。一
刻
も
早
く
減
収
を
打

開
し
、
二
つ
め
の
施
設
を
開
所
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
働
く
こ
と
を
生
活
の
柱
に
」と
い
う

信
念
の
も
と
、
農
薬
に
頼
ら
ず
丹
誠
込

め
て
育
て
た
青
ば
た
豆
。と
て
も
お
い

し
く
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。そ
の
好
評

な
豆
腐
販
売
の
拡
充
を
図
り
た
い
の
で

す
が
、
生
豆
腐
は
製
造
よ
り
６
日
が
賞

味
期
限
と
な
っ
て
お
り
、
遠
く
か
ら
の

ご
注
文
に
は
応
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
油
揚
げ
や
が
ん
も
等
に
加
工
す
れ
ば

賞
味
期
限
は
長
く
な
り
、販
路
拡
大
、給

料
増
額
も
期
待
で
き
ま
す
。外
注
経
費

削
減
も
考
慮
し
、
自
分
た
ち
で
加
工
で

き
る
よ
う
設
備
の
導
入
を
決
め
た
次
第

で
す
。今
回
の
ご
支
援
に
感
謝
し
ま
す
。

■
き
ぼ
う
の
あ
さ
が
お
と
は
…

所長 森桂子さん

■
自
主
加
工
で
販
路
の
拡
大
を
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脱下請けで
最終目標は工賃６万円

ベーカリー増産に向けて
キッチンを大きく改修

社会就労センターいっすんぼうし
　継続B型／栃木県小山市
　椎茸栽培用ビニールハウスの整備
　平成26年度目標工賃：35,796円

就労継続支援B型事業所 やまぼうし平山台
　継続B型／東京都日野市
　やまぼうし平山台カフェの拡張工事・機器整備
　平成26年度目標工賃：43,224円

　

開
設
は
６
年
前
で
す
。社
会
福
祉
法

人
の
認
可
を
得
る
過
程
で
、
理
念
に
つ

い
て
熟
考
し
て
い
た
最
中
に
小
倉
初
代

理
事
長
の
一
冊「
福
祉
を
変
え
る
経
営
」

に
出
会
い
、共
感
。

　

以
来
、「
働
い
て
お
金
を
得
る
こ
と

を
大
切
に
し
、働
く
こ
と
に
感
謝
す
る
」

こ
と
を
理
念
の
柱
に
、
最
終
目
標
を
工

賃
６
万
円
、
そ
し
て
年
金
６
万
円
を
合

わ
せ
て
12
～
13
万
円
の
収
入
を
利
用
者

に
も
た
ら
す
こ
と
を
目
標
と
し
追
求
し

て
い
ま
す
。

　
設
立
当
初
の
３
年
間
は
、
事
業
収
入

の
ほ
と
ん
ど
が
い
わ
ゆ
る
下
請
け
仕
事

で
し
た
。し
か
し
、下
請
け
は
発
注
量
に

波
が
あ
る
こ
と
や
、
決
め
ら
れ
た
単
価

で「
価
格
の
自
主
決
定
権
が
な
い
」と
い

う
大
き
な
欠
点
が
あ
り
、
忸じ

く
じ怩
た
る
思

い
が
募
っ
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
、
勇
気
が
必
要
で
し
た
が

脱
下
請
け
を
目
指
し
、
ま
ず
は
チ
ー
ズ

ケ
ー
キ
の
製
造
販
売
と
菌
床
に
よ
る
キ

ク
ラ
ゲ
と
シ
イ
タ
ケ
の
生
産
販
売
に
乗

り
出
し
ま
し
た
。結
果
、
事
業
収
入
は

１・５
倍
に
。

　
そ
こ
で
、こ
の
経
験
を
生
か
し
、シ
イ

タ
ケ
増
産
の
た
め
に
助
成
金
を
申
請
し

ま
し
た
。培
養
棟
を
２
棟
（
シ
イ
タ
ケ

８
千
菌
床
、キ
ク
ラ
ゲ
３
千
菌
床
）に
拡

張
す
る
計
画
で
す
。シ
イ
タ
ケ
に
つ
い

て
は
７
月
に
も
出
荷
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
貴
重
な
助
成
金
を
有
効
に
生
か
し
て
、

売
上
６
０
０
万
円
を
目
指
し
ま
す
。

■
い
っ
す
ん
ぼ
う
し
と
は
…

理事長 大塚栄さん

■
勇
気
を
出
し
て
自
主
事
業
へ

　
や
ま
ぼ
う
し
平
山
台
は
日
野
市
郊
外

の
山
の
上
に
位
置
し
ま
す
。40
年
前
に

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
宅
地
造
成
さ
れ

る
も
現
在
は
地
域
の
高
齢
化
が
進
み
、

小
学
校
も
維
持
で
き
な
く
な
り
廃
校
に

な
り
ま
し
た
。

　
地
元
は
代
わ
り
に
校
舎
を
再
利
用
し

た
健
康
市
民
セ
ン
タ
ー
を
要
望
し
、
正

面
玄
関
を
改
修
し
て
サ
ロ
ン
を
設
置
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。当
時
、私
ど
も

は
駅
前
に
カ
フ
ェ
を
出
店
し
て
い
た
の

で
す
が
、「
サ
ロ
ン
に
は
あ
の
よ
う
な

お
店
が
ほ
し
い
」
と
町
内
会
か
ら
の
要

請
を
う
け
、３
年
前
、新
規
に
出
店
し
た

の
で
す
。

　
利
用
者
２
人
工
賃
１
万
円
台
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、現
在
は
利
用
者
15
名
、工
賃

も
２・５
万
円
に
な
り
ま
し
た
が
、こ
の

勢
い
を
保
っ
て
平
成
27
年
度
に
５
万
円

台
へ
乗
せ
る
に
は
、
年
商
を
１
５
０
０

万
伸
ば
し
、
４
１
０
０
万
円
の
売
上
が

必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
練
ら
れ
た
プ
ラ
ン
が
ベ
ー
カ

リ
ー
の
増
産
で
す
。お
弁
当
の
ほ
か
に

作
っ
て
い
る
パ
ン
の
ほ
と
ん
ど
が
、
午

前
中
に
は
売
り
切
れ
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。販
売
網
も
広
が
り
需
要
は
あ
る
の

で
す
が
、
厨
房
が
狭
く
設
備
が
貧
弱
な

た
め
、
１
日
１
回
転
し
か
製
造
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
助
成
制
度
を

活
用
し
て
、
厨
房
を
大
幅
に
改
修
す
る

計
画
で
す
。

　

こ
れ
を
機
に
必
達
の
使
命
と
し
て
、

今
ま
で
以
上
に
工
賃
ア
ッ
プ
に
励
ん
で

い
き
ま
す
。

■
や
ま
ぼ
う
し
平
山
台
と
は
…

理事長 伊藤勲さん

■
目
標
工
賃
か
ら
計
画
を
逆
算
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「
障
が
い
者
の
笑
顔
と
夢
あ
る
未
来

を
作
り
ま
す
。働
く
こ
と
は
笑
顔
づ
く

り
。お
弁
当
づ
く
り
は
笑
顔
づ
く
り
」を

理
念
に
、
お
弁
当
を
作
り
は
じ
め
て
10

年
が
経
ち
ま
し
た
。

　
当
初
は
昭
和
17
年
築
の
民
家
で
家
庭

用
コ
ン
ロ
２
台
か
ら
始
ま
り
、
国
の
施

設
整
備
を
活
用
し
た
建
て
替
え
で
、

２
０
０
食
を
製
造
で
き
る
施
設
が
完
成
。

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
診
断
も
仰
ぎ

つ
つ
、
工
賃
月
５
万
円
を
目
標
に
邁
進

し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、現
設
備
で
は
販
売
分
を
、す

べ
て
当
日
に
調
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

忙
し
く
な
る
に
つ
れ
、
利
用
者
が
主
体

的
に
動
く
工
程
の
確
保
が
困
難
に
…
。

と
同
時
に
、障
が
い
の
あ
る
方
に「
早
く

早
く
！
」
と
急
か
す
こ
と
が
多
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
克
服
し
、
給
料
の
底
上
げ
を

図
る
一
石
二
鳥
の
方
法
と
し
て
、※
ク
ッ

ク
チ
ル
シ
ス
テ
ム
対
応
の
厨
房
機
器
の

導
入
を
決
断
し
ま
し
た
。

　
こ
の
方
式
を
採
用
す
る
と
、
製
造
作

　
平
成
17
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
産

声
を
上
げ
、
平
成
19
年
に
社
会
福
祉
法

人
に
。現
在
は
、自
立
支
援
法
に
基
づ
く

多
機
能
型
と
し
て
、就
労
移
行
が
７
名
、

就
労
継
続
Ｂ
型
が
22
名
、
生
活
介
護
型

が
15
名
の
計
44
名
の
利
用
者
が
い
ま
す
。

　
理
念
は「
障
が
い
の
あ
る
人
の
、人
生

を
輝
か
せ
る
職
場
の
提
供
と
、
人
生
を

楽
し
む
暮
ら
し
を
支
援
す
る
」。開
所
以

来
、
個
別
支
援
計
画
を
ベ
ー
ス
と
す
る

高
工
賃
の
モ
デ
ル
事
業
所
と
し
て
運
営

し
、平
均
工
賃
５・４
万
円
を
実
現
し
て

い
ま
す
。

業
が
余
裕
を
持
っ
て
行
え
る
だ
け
で
な

く
、
衛
生
管
理
や
品
質
管
理
の
向
上
が

見
込
め
ま
す
。な
に
よ
り
保
存
が
最
大

５
日
間
可
能
で
あ
る
た
め
、
大
量
受
注

へ
の
対
応
が
可
能
と
な
り
、
販
売
方
法

の
多
様
化
も
視
野
に
入
っ
て
き
ま
す
。

　
５
０
０
万
円
も
の
大
金
を
援
助
し
て

い
た
だ
け
る
恵
ま
れ
た
状
況
を
肝
に
銘

じ
て
、頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
就
労
は
、
委
託
加
工
と
自
主
生
産
の

二
つ
に
大
別
で
き
、
委
託
加
工
部
門
は

椅
子
加
工
や
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
ほ
か
、

中
心
作
業
で
あ
る
ビ
ニ
ー
ル
加
工
を
受

注
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
さ
ら
な
る
工
賃
の
向
上
を
狙

っ
て
助
成
に
応
募
し
、
購
入
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
の
は
、
ビ
ニ
ー
ル
加
工
に
用

い
ら
れ
る
シ
ー
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
機
械

で
す
。ビ
ニ
ー
ル
加
工
は
加
工
賃
が
頭

打
ち
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
打
破
す

る
狙
い
か
ら
、
よ
そ
の
加
工
屋
さ
ん
で

も
持
っ
て
い
な
い
大
型
シ
ー
ラ
ー
を
導

入
し
ま
し
た
。早
速｢

東
日
本
大
震
災

の
が
れ
き
を
包
む
袋
を
作
っ
て
く
れ
な

い
か｣

と
い
う
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。月

１
０
０
万
円
～
１
５
０
万
円
く
ら
い
の

作
業
工
賃
と
な
る
仕
事
で
す
。

　
こ
の
大
型
加
工
機
を
武
器
に
、
最
低

賃
金
を
超
え
る
給
与
を
目
指
し
て
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
す
。

クックチルシステムで
調理の可能性を飛躍させる

よそが持たない
大型加工機で受注を有利に

■
多
機
能
型
さ
く
ら
ん
ぼ
・
お
そ
う

　ざ
い
の
さ
く
ら
ん
ぼ
と
は
…

■
ぴ
ー
ぷ
る
フ
ァ
ン
と
は
…

多機能型さくらんぼ・おそうざいのさくらんぼ
　継続B型・生活介護／愛知県名古屋市
　厨房機器（クックチルシステム対応機器）の購入
　平成26年度目標工賃：50,000円

障害福祉サービス事業所 ぴーぷるファン
　継続B型・生活介護・就労移行／福井県越前市
　ビニール加工（委託加工）の作業種目を大型化するための機械整備及び運搬具整備
　平成26年度目標工賃：55,000円

理事 大野健志さん

主任 長谷川浩一さん

■
付
加
価
値
で
頭
打
ち
を
打
破

■
新
調
理
法
で
狙
う
一
石
二
鳥

※クックチルシステム…加熱調理（中心温度75℃／ 1分）した食品を急速冷却し（90分以内に中心温度
3℃）、喫食時間に合せて再加熱し提供する調理システム。味と栄養を損なわずに長期の保存が可能。
仕入れや下準備に余裕ができ、計画的な調理ができる。
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平
成
20
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
発
足
。そ
の

翌
年
に
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

一
般
の
飲
食
店
と
し
て
努
力
を
重
ね
、

る
る
ぶ
や
Ｔ
Ｖ
番
組
で
も
グ
ル
メ
ス
ポ

ッ
ト
と
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
盛
況
を
博

し
て
い
ま
す
。

　
私
は
24
年
間
、
特
別
支
援
学
校
の
教

員
を
し
て
お
り
、
卒
業
生
を
送
り
出
す

一
方
で
、
低
賃
金
の
厳
し
い
現
状
に
疑

　
や
き
や
ま
フ
ァ
ー
ム
は
、
平
成
16
年

に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
熊
野
古
道
。

そ
の
最
大
の
難
所
と
い
わ
れ
ま
す
八
鬼

山
峠
の
麓
で
、
借
り
受
け
た
休
耕
田
を

耕
し
シ
イ
タ
ケ
や
ト
マ
ト
、
ト
ウ
ガ
ラ

シ
な
ど
、
季
節
の
野
菜
づ
く
り
を
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
21
年
12
月
に
障
害
者
就
労
支
援

Ａ
型
事
業
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。11

名
か
ら
始
め
て
、現
在
、障
が
い
者
ス
タ

ッ
フ
33
名
が
働
い
て
い
ま
す
。

　
最
初
に
手
が
け
た
の
は
シ
イ
タ
ケ
栽

問
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
出
発

点
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
事
業
開
始
時
よ

り
月
給
６
～
７
万
円
を
保
障
。現
在
で

は
最
低
賃
金
保
障
の
う
え
に
、
労
働
契

約
を
利
用
者
と
き
ち
ん
と
結
び
、
雇
用

保
険
も
備
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
待
機
者
が
出
る
ほ
ど
利
用

希
望
者
が
増
え
ま
し
た
。ス
タ
ッ
フ
を

含
め
現
在
で
も
30
名
を
超
え
、
店
内
は

満
杯
で
安
全
面
の
観
点
か
ら
も
、
２
号

店
の
検
討
が
急
務
で
し
た
。

　
現
店
舗
か
ら
10
ｍ
の
至
近
に
公
民
館

と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
古
い
洋
館
が
あ

り
ま
す
。こ
れ
を
借
り
受
け
て
改
修
し
、

ベ
ー
カ
リ
ー
工
房
と
厨
房
お
よ
び
店
舗
、

さ
ら
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
設
け
る
計
画
を

立
て
ま
し
た
。

　

改
修
費
は
約
６
４
０
０
万

円
で
す
が
、
行
政
の
支
援
は

半
分
。残
り
は
借
入
れ
で
工

面
し
ま
す
。そ
ん
な
折
り
に

こ
の
助
成
を
知
り
、
応
募
し

ま
し
た
。決
定
の
報
せ
を
聞

い
た
と
き
は
、
感
謝
の
気
持

ち
で
涙
が
出
ま
し
た
。あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

培
で
し
た
。し
か
し
、菌
床
は
値
段
が
高

く
利
益
が
出
な
い
こ
と
も
あ
り
、
他
品

種
を
扱
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。す
る

と
昨
今
の
ト
マ
ト
ブ
ー
ム
も
手
伝
っ
て
、

栽
培
し
た
ト
マ
ト
が
引
く
手
あ
ま
た
、

生
産
が
追
い
つ
か
な
い
状
況
に
。当
初

は
付
加
価
値
の
高
い
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ

プ
を
製
造
す
る
つ
も
り
で
栽
培
し
た
の

で
す
が
、そ
こ
に
至
ら
な
い
状
況
で
す
。

　
農
協
に
相
談
す
る
と
、
寒
い
と
こ
ろ

で
育
て
る
と
苗
が
う
ま
く
育
た
ず
収
量

が
下
が
る
の
で
加
温
す
る
べ
き
と
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
助
成

金
を
活
用
し
て
、
ハ
ウ
ス
と
加
温
設
備

を
導
入
す
る
こ
と
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

　
直
売
所
で
は
地
域
の
お
年
寄
り
と
も

交
流
が
進
み
、
活
気
を
生
む
の
に
も
一

役
買
っ
て
い
ま
す
。み
ん
な
が
元
気
に

な
っ
て
い
け
る
よ
う
、
継
続
は
力
な
り

で
励
ん
で
い
き
ま
す
。

覚悟の新規出店、
月給10万円の夢に向かって

生産体制を倍増させて、
トマトケチャップの製造へ

■
町
家
カ
フ
ェ
上
屋
敷
二
丁
目
と
は
…

■
や
き
や
ま
ふ
ぁ
ー
む
と
は
…

■
評
判
ト
マ
ト
で
町
に
も
活
気
を

NPO法人かたつむりの会 町家カフェ上屋敷二丁目
　継続A型・就労移行／和歌山県田辺市
　町家カフェ上屋敷二丁目の出張所となる、元中部公民館を改修工事する費用
　平成26年度目標工賃：53,500円

株式会社やきやまふぁーむ
　継続A型／三重県尾鷲市
　トマトハウス及びそれに伴う設備品
　平成26年度目標工賃：83,915円

代表理事 河原美和子さん

代表取締役 世古直美さん

■
試
練
の
先
に
大
き
な
夢
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全
国
各
地
で
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た

徳島新聞　2012年5月9日

岩手日報　2012年5月25日

北海道支社北信越支社

中部支社

東京支社

関
東
支
社

中
国
支
社

四
国
支
社

九
州
支
社

関
西
支
社
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●レベルアップ助成金

地　域 事　業　所　名 決定金額

宮 城 県 亘理郡亘理町 社会福祉法人はらから福祉会えいむ亘理 5,000

山 形 県 鶴 岡 市 障害福祉サービス事業作業所月山 5,000

福 島 県 南相馬市鹿島区 就労継続支援Ｂ型「きぼうのあさがお」 5,000

栃 木 県 小 山 市 社会就労センターいっすんぼうし 5,000

東 京 都 日 野 市 就労継続支援Ｂ型事業所やまぼうし 4,227

福 井 県 越 前 市 障害福祉サービス事業所ぴーぷるファン 5,000

愛 知 県 名古屋市中川区 社会福祉法人さくらんぼの会多機能型さくらんぼ 5,000

三 重 県 尾 鷲 市 株式会社やきやまふぁーむ 5,000

和 歌 山 県 田 辺 市 NPO 法人かたつむりの会町家カフェ上屋敷二丁目 5,000

●ステップアップ助成金

地　域 事業所名 決定金額

北 海 道 有珠郡壮瞥町 特定非営利活動法人さらら壮瞥 1,000 

北 海 道 旭 川 市 障がい者就労継続支援事業所ゆいまーる 485 

北 海 道 白老郡白老町 フロンティア 1,000 

北 海 道 札幌市豊平区 わーく・ひまわり 826 

青 森 県 む つ 市 障害福祉サービス事業所工房「歩み」 600 

青 森 県 八 戸 市 田面木の家 1,000 

岩 手 県 盛 岡 市 夢ＩＴ工房 1,000 

宮 城 県 仙 台 市 泉 区 すまいる作業所 1,000 

福 島 県 い わ き 市 就労支援センター未来工房 1,000 

東 京 都 日 野 市 工房夢ふうせん 733 

東 京 都 渋 谷 区 ワークささはた 1,000 

東 京 都 町 田 市 こころみ 1,000 

栃 木 県 宇 都 宮 市 ふくふく亭 340 

埼 玉 県 蕨 市 らくらく 1,000 

埼 玉 県 さいたま市桜区 障害者生活ネットワークうらわ 153 

千 葉 県 市 川 市 第１レンコンの家 1,000 

千 葉 県 木 更 津 市 ふる里学舎木更津 1,000 

神 奈 川 県 横 須 賀 市 あすなろ学苑 700 

神 奈 川 県 横 浜 市 泉 区 地域作業所第２なかだ 1,000 

神 奈 川 県 相模原市緑区 藤野地域活動支援センタータンポポ 1,000 

山 梨 県 都 留 市 就労支援事業所チャレンジ・ドリーム 1,000 

新 潟 県 新潟市中央区 一般社団法人スワン新潟 1,000 

新 潟 県 新潟市秋葉区 ぶどう工房 300 

新 潟 県 十 日 町 市 ワークセンターなごみ 1,000 

富 山 県 中新川郡上市町 であい工房 1,000 

石 川 県 鳳珠郡能登町 自立支援センターみずほ 998 

長 野 県 松 本 市 夢トライ工房 1,000 

岐 阜 県 岐 阜 市 長良ひまわり社 800 

愛 知 県 大 府 市 ワーキングスペースおおぶ 890 

愛 知 県 蒲 郡 市 日中支援センター八兵衛 1,000 

滋 賀 県 近 江 八 幡 市 おうみや 1,000 

滋 賀 県 長 浜 市 長浜みなみ共同作業所 1,000 

京 都 府 宇 治 市 みっくすはあつ 420 

京 都 府 京都市中京区 京都市西ノ京障害者授産所青空工房 1,000 

大 阪 府 堺 市 堺 区 ともに－しょうりんじ 1,000 

兵 庫 県 神 戸 市 北 区 社会福祉法人上野丘さつき会 955 

奈 良 県 奈 良 市 社会福祉法人こまどり会 1,000 

和 歌 山 県 有田郡湯浅町 つくし共同作業所 1,000 

島 根 県 大 田 市 はとぽっぽ 1,000 

島 根 県 安 来 市 障害福祉サービス事業所櫻苑 1,000 

岡 山 県 岡 山 市 北 区 NPO 法人岡山自立支援センターももっ子みつ 1,000 

岡 山 県 井 原 市 こだま園東江原ワーク 1,000 

広 島 県 竹 原 市 障害福祉サービス事業所若竹 1,000 

広 島 県 尾 道 市 ワークアップ 1,000 

山 口 県 山 口 市 多機能型通所施設鳴滝園 1,000 

山 口 県 宇 部 市 障害福祉サービス事業所「サムラ」 658 

山 口 県 美 祢 市 あそかの園 1,000 

●ステップアップ助成金

地　域 事業所名 決定金額

徳 島 県 徳 島 市 就労継続支援事業所いのちのさと 1,000 

愛 媛 県 新 居 浜 市 スマイルラボ 1,000 

愛 媛 県 大 洲 市 株式会社夢・たまご 1,000 

愛 媛 県 新 居 浜 市 知的障害者通所授産施設すいよう作業所 1,000 

高 知 県 高 知 市 ライフステージ第２あおぞら 460 

福 岡 県 久 留 米 市 一般社団法人れんこん 1,000 

福 岡 県 福岡市博多区 リンゴの唄 1,000 

福 岡 県 北九州市八幡西区 障害者支援施設北九州フレンド 500 

福 岡 県 福 岡 市 西 区 障がい福祉サービス事業所サンハウス 1,000 

長 崎 県 南 島 原 市 ありえ未来ワークセンター 1,000 

熊 本 県 熊 本 市 就労継続支援Ａ型事業所オレンジワーク 893 

大 分 県 日 田 市 障がい福祉サービス事業ぴぃたぁパン 1,000 

大 分 県 別 府 市 多機能べっぷ優ゆう作業所 1,000 

宮 崎 県 日 向 市 風舎富高 1,000 

宮 崎 県 日 南 市 障害福祉サービス事業所サン・スマイル 1,000 

●スタートアップ助成金

地　域 事業所名 決定金額

北 海 道 北 斗 市 『はあと』 1,000 

宮 城 県 登 米 市 登米市社協南方福祉作業所あやめ園 1,000 

東 京 都 多 摩 市 共同作業所れすと和田 346 

千 葉 県 浦 安 市 地域活動支援センターとも駅前センターほっぷ 1,000 

神 奈 川 県 川崎市麻生区 はぐるま工房 715 

神 奈 川 県 横 浜 市 緑 区 社会福祉法人和枝福祉会  愛 1,000 

新 潟 県 十 日 町 サポートセンター工房なかさと 546 

愛 知 県 半 田 市 なちゅふぃーるど 1,000 

京 都 府 舞 鶴 市 まいづる作業所 1,000 

京 都 府 京 丹 後 市 峰山共同作業所 1,000 

京 都 府 京 丹 後 市 かがやきの杜あおぞら 628 

兵 庫 県 姫 路 市 おばぁちゃんの家 1,000 

●会議・講演会・研修  　　　　　　

地　域 事業所名 決定金額

北 海 道 名 寄 市 特定非営利活動法人なよろ地方職親会 1,000

宮 城 県 仙台市青葉区 心のネットワークみやぎ 500

東 京 都 中 央 区 社団法人日本自閉症協会 815

東 京 都 港 区 社会福祉法人全日本手をつなぐ育成会 1,000

千 葉 県 船 橋 市 ＮＰＯ法人発達障害支援ネット「ＹＥＬＬ」 600

神 奈 川 県 川崎市多摩区 グループＯＮＬＹ　ＯＮＥ 1,000

●出版・啓発活動  　　　　　　

地　域 事業所名 決定金額

東 京 都 昭 島 市 多摩いきいき就労ネットワーク 1,000

神 奈 川 県 横 浜 市 旭 区 工房アリアーレ 880

愛 知 県 知多郡美浜町 特定非営利活動法人チャレンジド 893

京 都 府 宇 治 市 知的障がいと自閉症児者のための読書活動を進める会 252

愛 媛 県 松 山 市 特定非営利活動法人フェロージョブステーション 650

福 岡 県 北九州市戸畑区 特定非営利活動法人北九州市難聴者・中途失聴者協会 300

大 分 県 大 分 市 ＮＰＯ任意団体湯輪夢 1,000

●調査・研究・文化・スポーツ活動  

地　域 事業所名 決定金額

宮 城 県 気 仙 沼 市 オレンジエッグ 500

東 京 都 杉 並 区 チャレンジ 500

東 京 都 港 区 特定非営利活動法人スペシャルオリンピックス日本 1,000

東 京 都 渋 谷 区 特定非営利活動法人ぱれっと 1,000

京 都 府 京都市伏見区 天才アートミュージアム 180

大 阪 府 大阪市阿倍野区 ワークスペース街 520

単位（千円）

単位（千円）

単位（千円）

平成24年度障がい者福祉助成金決定一覧
　１．障がい者給料増額支援助成金

　２．障がい者福祉助成金

■詳細は財団ホームページをご覧ください
http://www.yamato-fukushi.jp/
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慣
れ
る
に
し
た
が
っ
て
、

エ
リ
ア
も
冊
数
も
増
え
て
い
っ
た
。

　そ
ん
な
強
い
想
い
で
2
0
0
5
年
５
月

か
ら
始
め
た
メ
ー
ル
便
配
達
。
メ
イ
ト
さ

ん
に
は
、
当
初
10
数
人
が
ト
ラ
イ
し
ま
し

た
。
で
も
、
残
っ
た
の
は
5
、
6
人
。
地

図
が
読
め
な
い
人
、
端
末
操
作
が
難
し
く

て
1
回
で
挫
折
し
た
人
、
ま
た
が
ん
ば
り

す
ぎ
て
一
月
で
ダ
ウ
ン
し
た
人
も
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
続
け
て
い
く
う
ち
に
、
ど

ん
ど
ん
仕
事
に
も
慣
れ
、
安
定
し
て
働
け

る
人
が
出
て
き
た
の
で
す
。

　最
初
は
10
〜
15
冊
だ
っ
た
メ
ー
ル
便
も

50
冊
を
超
え
る
よ
う
に
な
り
、
配
達
エ
リ

ア
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自

転
車
で
の
配
達
を
始
め
ま
す
。
自
転
車
の

担
当
は
亀
岡
隆
広
さ
ん
。

　「彼
は
自
転
車
で
走
る
の
が
得
意
で
、

と
て
も
速
い
ん
で
す
。
あ
れ
ば
、
何
十
冊

で
も
黙
々
と
配
達
し
ま
す
よ
」
こ
う
語
る

の
は
、
現
在
、
徳
永
施
設
長
に
替
わ
っ
て

メ
ー
ル
便
を
担
当
す
る
、
徳
永
一
行
サ
ー

ビ
ス
管
理
責
任
者
。
初
め
の
頃
は
、
重
い

メ
ー
ル
便
の
せ
い
で
、
２
ヶ
月
に
１
度
ぐ

ら
い
タ
イ
ヤ
が
パ
ン
ク
。
交
換
が
大
変
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
修
理
を
お
願
い
す
る
近

所
の
自
転
車
屋
さ
ん
と
は
、
す
っ
か
り
顔

う
な
ど
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
て
楽
し
そ

う
で
す
。

助
け
合
っ
て
、
支
え
合
っ
て
。

　彼
ら
の
仕
事
ぶ
り
を
見
た
ヤ
マ
ト
運
輸

の
愛
媛
主
管
支
店
メ
ー
ル
便
課
　重
谷
優

子
係
長
は
「
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
作
業
が
、

と
て
も
丁
寧
。
仕
事
に
対
す
る
取
り
組

み
方
が
違
い
ま
す
よ
ね
」
助
け
合
っ
て
、

支
え
合
っ
て
、
誤
配
が
な
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
良
く
わ
か
っ
た
と
話
し
ま
す
。

　愛
媛
主
管
支
店
松
山
中
央
支
店
　嶋
田

喜
宣
支
店
長
は
、
支
店
で
仕
分
け
作
業
を

し
て
い
る
彼
ら
に
、
声
を
か
け
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
る
そ
う
。   「
毎
日
、
毎
日
を

新
し
い
気
持
ち
で
や
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
流
し
作
業
が
な
い
ん
で
す
よ
。

ほ
ん
と
真
面
目
で
す
」

　や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
、
と
始

め
た
メ
ー
ル
便
配
達
が
す
で
に
8
年
目
。

「
自
分
た
ち
で
も
、
難
し
い
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
最
初
は

ぜ
ん
ぜ
ん
で
き
な
か
っ
た
人
が
、
い
つ
の

ま
に
か
責
任
感
を
持
っ
て
働
い
て
い
る
。

楽
し
そ
う
に
続
け
て
い
る
の
を
見
る
と
、

や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
徳
永

施
設
長
。

　〝い
ろ
え
ん
ぴ
つ
〞の
名
前
は
、
十
人
十

色
と
形
容
さ
れ
る
人
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を

表
現
し
た
も
の
。
い
く
つ
も
の
個
性
と
い

う
色
が
メ
ー
ル
便
配
達
に
集
ま
っ
て
、
今

日
も
こ
こ
に
し
か
な
い
キ
レ
イ
な
絵
を
描

い
て
い
ま
す
。

か
し
、
多
い
と
き
に
は
7
0
0
冊
を
配
達

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。「
お
正
月

休
み
が
明
け
た
朝
、
7
0
0
冊
も
あ
っ
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
朝
か
ら
配
達
し
た

の
に
、
暗
く
な
っ
て
も
終
わ
ら
ず
、
ほ
ん

と
に
大
変
な
思
い
を
し
ま
し
た
。
地
図
も

暗
く
て
見
え
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
」
と

徳
永
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
。
す
べ
て
の

配
達
が
終
了
し
た
の
は
、
夕
方
の
5
時
半

で
し
た
。

　そ
ん
な
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
を
乗
り
越
え

て
続
け
て
来
ら
れ
た
の
は
、
チ
ー
ム
の
絆

の
強
さ
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

楽
し
く
仕
事
を
助
け
合
え
る
仲
間
。

　自
転
車
で
配
達
し
な
が

ら
、
他
の
メ
ン
バ
ー
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
亀
岡
さ
ん
は
、
リ

馴
染
み
に
。「
実
は
、
個
人
の
持
ち
物
の

マ
マ
チ
ャ
リ
の
よ
う
な
自
転
車
で
配
達
し

て
た
ん
で
す
。
自
転
車
屋
さ
ん
に
、
ち
ゃ

ん
と
配
達
用
の
自
転
車
に
し
な
い
と
ダ
メ

だ
よ
っ
て
言
わ
れ
ま
し
た
よ
」

　そ
こ
で
、
新
た
な
自
転
車
を
購
入
。
も

ち
ろ
ん
い
つ
も
の
自
転
車
屋
さ
ん
が
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
し
て
く
れ
る
の
で
安
心
で
す
。

亀
岡
さ
ん
の
自
転
車
配
達
が
一
層
ラ
ク
に

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

7
0
0
冊
の
メ
ー
ル
便
に
ビ
ッ
ク
リ
！

　メ
ー
ル
便
を
始
め
て
丸
7
年
。〝
い
ろ

え
ん
ぴ
つ
〞で
は
1
日
2
、
3
人
で
平
均

1
0
0
冊
前
後
を
配
達
し
て
い
ま
す
。
し

ー
ダ
ー
的
存
在
で
す
。
最
初
は
誤
配
も

あ
り
ま
し
た
が
、
他
の
メ
イ
ト
さ
ん
に
教

え
る
立
場
に
な
っ
て
か
ら
、
ぐ
ん
と
責
任

感
が
向
上
。
誤
配
も
な
く
な
っ
た
そ
う
で

す
。「
と
て
も
記
憶
力
が
良
く
て
、
地
図

を
見
な
く
て
も
配
達
で
き
る
ん
で
す
よ
」

と
徳
永
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
も
感
心
し

ま
す
。

　同
じ
く
、
ス
タ
ー
ト
当
初
か
ら
の
メ
ン

バ
ー
、
紙
川
多
起
夫
さ
ん
。
途
中
、
他
の

仕
事
の
担
当
に
な
っ
て
抜
け
た
こ
と
は
あ

り
ま
し
た
が
、
メ
ー
ル
便
配
達
は
す
で
に

熟
練
者
。
い
つ
も
正
確
で
冷
静
。
他
の
メ

ン
バ
ー
を
陰
か
ら
温
か
く
支
え
ま
す
。
亀

岡
さ
ん
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

　島
本
裕
而
さ
ん
は
始
め
て
１
年
あ
ま

り
。
い
つ
も
冗
談
を
言
っ
て
み
ん
な
を
笑

わ
せ
る
、
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
で
す
。
メ
ー

ル
便
配
達
を
い
ち
ば
ん
楽
し
み
に
し
て
い

る
メ
ン
バ
ー
な
の
だ
と
か
。

　神
野
修
三
さ
ん
も

始
め
て
約
１
年
。
端

末
操
作
の
練
習
の
た

め
に
、
携
帯
を
自
分

で
買
っ
た
そ
う
で
す
。

続
け
る
う
ち
に
筋
力

が
つ
い
て
、
骨
折
し

て
つ
い
て
い
た
杖
が

い
つ
の
ま
に
か
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　こ
う
し
た
メ
ン
バ

ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
に
合
わ
せ
て
チ

ー
ム
を
組
ん
で
メ
ー

ル
便
を
配
達
し
て
い

ま
す
。
取
材
中
も
、

お
互
い
を
茶
化
し
合

愛
媛
県
松
山
市
。
道
後
温
泉
や
小
説
「
坊
ち
ゃ
ん
」
で
知
ら
れ
る
こ
の
街
の
中
心
地
に
、

N
P
O
法
人

　花〝い
ろ
え
ん
ぴ
つ
〞は
あ
り
ま
す
。
メ
ー
ル
便
事
業
を
始
め
て
か
ら
、
す
で
に
8
年
目
。

お
互
い
の
個
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
支
え
合
い
な
が
ら
、

今
日
も
チ
ー
ム
で
楽
し
そ
う
に
配
達
を
続
け
て
い
ま
す
。

●愛媛主管支店　松山新玉センター
　面積3.51K㎡／人口16,391人／世帯数8,092世帯

●NPO法人　花“いろえんぴつ”
多機能型事業所、就労継続Ｂ型　１0名、生活介護　１0名。知的、精
神、身体に障がいをかかえた方が所属。2005年５月メール便配達開
始。現在メイトさんは５名。その他、焼菓子製造、菓子箱組立、雑貨
製作、古着・廃食用油回収業など。

助
け
合
っ
て
、支
え
合
っ
て
。

変
わ
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
の
想
い
で
始
め
た
。

7
0
0
冊
の
メ
ー
ル
便
に

ビ
ッ
ク
リ
！

楽
し
く
仕
事
を

助
け
合
え
る
仲
間
。

慣
れ
る
に
し
た
が
っ
て
、

エ
リ
ア
も
冊
数
も
増
え
て
い
っ
た
。

　〝い
ろ
え
ん
ぴ
つ
〞の
徳
永
隆
子
施
設
長

が
メ
ー
ル
便
事
業
と
出
会
っ
た
の
は
、

2
0
0
4
年
香
川
県
丸
亀
市
で
行
わ
れ
た

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
。
参
加
し
て
衝

撃
を
受
け
た
と
言
い
ま
す
。「
取
り
組
ん

で
い
る
み
な
さ
ん
の
お
話
し
を
聞
い
て
、

本
当
に
で
き
る
の
？
す
ご
い
な
あ
っ
と
。

ソ
ク
や
り
た
く
な
り
ま
し
た
」

　徳
永
施
設
長
は
帰
っ
て
す
ぐ
に
み
ん
な

に
提
案
し
ま
す
が
、
総
ス
カ
ン
を
食
っ
た

そ
う
で
す
。ス
タ
ッ
フ
の
数
が
足
り
な
い
。

地
図
を
読
め
る
の
か
。
お
客
様
に
迷
惑
を

か
け
な
い
か
。
マ
イ
ナ
ス
面
の
意
見
ば
か

り
。
そ
れ
で
も
間
も
な
く
、〝
い
ろ
え
ん

ぴ
つ
〞は
メ
ー
ル
便
配
達
を
始
め
ま
す
。

　「や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
と
思
っ

て
」
徳
永
施
設
長
は
、
屈
託
な
く
笑
い
ま

す
。
身
体
に
も
良
い
し
、
人
と
も
触
れ
あ

え
る
し
。
他
の
メ
イ
ト
さ
ん
と
賃
金
も
何

も
か
も
同
じ
だ
と
い
う
の
も
魅
力
だ
っ
た

と
言
い
ま
す
。「
思
い
つ
く
ま
ま
に
い
ろ
い

ろ
な
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
無
認
可

の
作
業
所
で
、
先
の
こ
と
が
い
つ
も
不
安

で
し
た
。
こ
の
仕
事
を
始
め
た
ら
、
な
に

か
変
わ
る
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
。
変
わ

ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
た
ん
で
す
」

スタート時から続けている亀岡隆広さん（左）。自転車に乗るのが得意。街の人が「重くて大変でしょ」などと、声をかけてくれる
そう。それがとても励みになるのだとか。目標は10年！と力強く答えてくれました。
徳永一行サービス管理責任者（右）は、施設長の息子さん。施設長のメール便への想いを引き継いで、今日も温かなサポートをし
ています。「メール便配達は、ヤマトの制服を着て、ヤマトの人間になって働く仕事。責任感がとても養われます」

メール便を丁寧にポストに入れていく紙川多起夫さん。すっかり慣れた仕事ぶ
りの紙川さんですが、最初はインターホンを押すのが苦手だったそう。今では
街の人と話すことも多くなったと言います。

仕
分
け
作
業
は
、松
山
中
央
支
店
で
他
の
エ
リ
ア
の
メ
イ

ト
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
行
い
ま
す
。「
い
つ
も
ち
ゃ
ん
と
挨

拶
し
て
く
れ
ま
す
よ
。み
ん
な
楽
し
そ
う
に
や
っ
て
ま
す
」

と
お
隣
の
メ
イ
ト
さ
ん
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「障がい者のクロネコメール便配達事業」
参入施設数 330施設　従事者数 1,421人（2012年5月現在）
お問い合わせは……（公財）ヤマト福祉財団　メール便担当
TEL 03-3248-0691　FAX 03-3542-5165
http://www.yamato-fukushi.jp/

前
列
向
か
っ
て
左
か
ら
／
徳
永
一
行
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任

者
、紙
川
多
起
夫
さ
ん
、亀
岡
隆
広
さ
ん
、島
本
裕
而
さ

ん
　後
列
左
か
ら
／
徳
永
隆
子
施
設
長
、善
家
重
廣
さ

ん
、神
野
修
三
さ
ん
、ヤ
マ
ト
運
輸
愛
媛
主
管
支
店
メ
ー

ル
便
課
　重
谷
優
子
係
長
、ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
　四
国
支

部
　紅
露
隆
事
務
長
、ヤ
マ
ト
運
輸
松
山
中
央
支
店
　嶋

田
喜
宣
支
店
長

〝
い
ろ
え
ん
ぴ
つ
〞の
自
転
車
の
面
倒
を
み
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
今
岡
サ
イ
ク
ル
さ
ん
。親
子
で
と
て
も
き
さ
く
。い
つ

も
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。メ
ン
バ
ー
が
メ
ー

ル
便
を
配
達
し
に
行
く
の
を
、と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

る
場
所
で
す
。

２人で組んで配達。１冊１冊２人で何度も確認しながら、正確に配達していきま
す。島本裕而さん（右）は、歩きながら景色を見るのが楽しいのだそうです。
メール便配達を始めてから、みだしなみにも気をつけるようになったのだとか。
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慣
れ
る
に
し
た
が
っ
て
、

エ
リ
ア
も
冊
数
も
増
え
て
い
っ
た
。

　そ
ん
な
強
い
想
い
で
2
0
0
5
年
５
月

か
ら
始
め
た
メ
ー
ル
便
配
達
。
メ
イ
ト
さ

ん
に
は
、
当
初
10
数
人
が
ト
ラ
イ
し
ま
し

た
。
で
も
、
残
っ
た
の
は
5
、
6
人
。
地

図
が
読
め
な
い
人
、
端
末
操
作
が
難
し
く

て
1
回
で
挫
折
し
た
人
、
ま
た
が
ん
ば
り

す
ぎ
て
一
月
で
ダ
ウ
ン
し
た
人
も
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
続
け
て
い
く
う
ち
に
、
ど

ん
ど
ん
仕
事
に
も
慣
れ
、
安
定
し
て
働
け

る
人
が
出
て
き
た
の
で
す
。

　最
初
は
10
〜
15
冊
だ
っ
た
メ
ー
ル
便
も

50
冊
を
超
え
る
よ
う
に
な
り
、
配
達
エ
リ

ア
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自

転
車
で
の
配
達
を
始
め
ま
す
。
自
転
車
の

担
当
は
亀
岡
隆
広
さ
ん
。

　「彼
は
自
転
車
で
走
る
の
が
得
意
で
、

と
て
も
速
い
ん
で
す
。
あ
れ
ば
、
何
十
冊

で
も
黙
々
と
配
達
し
ま
す
よ
」
こ
う
語
る

の
は
、
現
在
、
徳
永
施
設
長
に
替
わ
っ
て

メ
ー
ル
便
を
担
当
す
る
、
徳
永
一
行
サ
ー

ビ
ス
管
理
責
任
者
。
初
め
の
頃
は
、
重
い

メ
ー
ル
便
の
せ
い
で
、
２
ヶ
月
に
１
度
ぐ

ら
い
タ
イ
ヤ
が
パ
ン
ク
。
交
換
が
大
変
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
修
理
を
お
願
い
す
る
近

所
の
自
転
車
屋
さ
ん
と
は
、
す
っ
か
り
顔

う
な
ど
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
て
楽
し
そ

う
で
す
。

助
け
合
っ
て
、
支
え
合
っ
て
。

　彼
ら
の
仕
事
ぶ
り
を
見
た
ヤ
マ
ト
運
輸

の
愛
媛
主
管
支
店
メ
ー
ル
便
課
　重
谷
優

子
係
長
は
「
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
作
業
が
、

と
て
も
丁
寧
。
仕
事
に
対
す
る
取
り
組

み
方
が
違
い
ま
す
よ
ね
」
助
け
合
っ
て
、

支
え
合
っ
て
、
誤
配
が
な
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
良
く
わ
か
っ
た
と
話
し
ま
す
。

　愛
媛
主
管
支
店
松
山
中
央
支
店
　嶋
田

喜
宣
支
店
長
は
、
支
店
で
仕
分
け
作
業
を

し
て
い
る
彼
ら
に
、
声
を
か
け
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
る
そ
う
。   「
毎
日
、
毎
日
を

新
し
い
気
持
ち
で
や
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
流
し
作
業
が
な
い
ん
で
す
よ
。

ほ
ん
と
真
面
目
で
す
」

　や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
、
と
始

め
た
メ
ー
ル
便
配
達
が
す
で
に
8
年
目
。

「
自
分
た
ち
で
も
、
難
し
い
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
最
初
は

ぜ
ん
ぜ
ん
で
き
な
か
っ
た
人
が
、
い
つ
の

ま
に
か
責
任
感
を
持
っ
て
働
い
て
い
る
。

楽
し
そ
う
に
続
け
て
い
る
の
を
見
る
と
、

や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
徳
永

施
設
長
。

　〝い
ろ
え
ん
ぴ
つ
〞の
名
前
は
、
十
人
十

色
と
形
容
さ
れ
る
人
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を

表
現
し
た
も
の
。
い
く
つ
も
の
個
性
と
い

う
色
が
メ
ー
ル
便
配
達
に
集
ま
っ
て
、
今

日
も
こ
こ
に
し
か
な
い
キ
レ
イ
な
絵
を
描

い
て
い
ま
す
。

か
し
、
多
い
と
き
に
は
7
0
0
冊
を
配
達

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。「
お
正
月

休
み
が
明
け
た
朝
、
7
0
0
冊
も
あ
っ
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
朝
か
ら
配
達
し
た

の
に
、
暗
く
な
っ
て
も
終
わ
ら
ず
、
ほ
ん

と
に
大
変
な
思
い
を
し
ま
し
た
。
地
図
も

暗
く
て
見
え
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
」
と

徳
永
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
。
す
べ
て
の

配
達
が
終
了
し
た
の
は
、
夕
方
の
5
時
半

で
し
た
。

　そ
ん
な
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
を
乗
り
越
え

て
続
け
て
来
ら
れ
た
の
は
、
チ
ー
ム
の
絆

の
強
さ
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

楽
し
く
仕
事
を
助
け
合
え
る
仲
間
。

　自
転
車
で
配
達
し
な
が

ら
、
他
の
メ
ン
バ
ー
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
亀
岡
さ
ん
は
、
リ

馴
染
み
に
。「
実
は
、
個
人
の
持
ち
物
の

マ
マ
チ
ャ
リ
の
よ
う
な
自
転
車
で
配
達
し

て
た
ん
で
す
。
自
転
車
屋
さ
ん
に
、
ち
ゃ

ん
と
配
達
用
の
自
転
車
に
し
な
い
と
ダ
メ

だ
よ
っ
て
言
わ
れ
ま
し
た
よ
」

　そ
こ
で
、
新
た
な
自
転
車
を
購
入
。
も

ち
ろ
ん
い
つ
も
の
自
転
車
屋
さ
ん
が
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
し
て
く
れ
る
の
で
安
心
で
す
。

亀
岡
さ
ん
の
自
転
車
配
達
が
一
層
ラ
ク
に

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

7
0
0
冊
の
メ
ー
ル
便
に
ビ
ッ
ク
リ
！

　メ
ー
ル
便
を
始
め
て
丸
7
年
。〝
い
ろ

え
ん
ぴ
つ
〞で
は
1
日
2
、
3
人
で
平
均

1
0
0
冊
前
後
を
配
達
し
て
い
ま
す
。
し

ー
ダ
ー
的
存
在
で
す
。
最
初
は
誤
配
も

あ
り
ま
し
た
が
、
他
の
メ
イ
ト
さ
ん
に
教

え
る
立
場
に
な
っ
て
か
ら
、
ぐ
ん
と
責
任

感
が
向
上
。
誤
配
も
な
く
な
っ
た
そ
う
で

す
。「
と
て
も
記
憶
力
が
良
く
て
、
地
図

を
見
な
く
て
も
配
達
で
き
る
ん
で
す
よ
」

と
徳
永
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
も
感
心
し

ま
す
。

　同
じ
く
、
ス
タ
ー
ト
当
初
か
ら
の
メ
ン

バ
ー
、
紙
川
多
起
夫
さ
ん
。
途
中
、
他
の

仕
事
の
担
当
に
な
っ
て
抜
け
た
こ
と
は
あ

り
ま
し
た
が
、
メ
ー
ル
便
配
達
は
す
で
に

熟
練
者
。
い
つ
も
正
確
で
冷
静
。
他
の
メ

ン
バ
ー
を
陰
か
ら
温
か
く
支
え
ま
す
。
亀

岡
さ
ん
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

　島
本
裕
而
さ
ん
は
始
め
て
１
年
あ
ま

り
。
い
つ
も
冗
談
を
言
っ
て
み
ん
な
を
笑

わ
せ
る
、
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
で
す
。
メ
ー

ル
便
配
達
を
い
ち
ば
ん
楽
し
み
に
し
て
い

る
メ
ン
バ
ー
な
の
だ
と
か
。

　神
野
修
三
さ
ん
も

始
め
て
約
１
年
。
端

末
操
作
の
練
習
の
た

め
に
、
携
帯
を
自
分

で
買
っ
た
そ
う
で
す
。

続
け
る
う
ち
に
筋
力

が
つ
い
て
、
骨
折
し

て
つ
い
て
い
た
杖
が

い
つ
の
ま
に
か
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　こ
う
し
た
メ
ン
バ

ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
に
合
わ
せ
て
チ

ー
ム
を
組
ん
で
メ
ー

ル
便
を
配
達
し
て
い

ま
す
。
取
材
中
も
、

お
互
い
を
茶
化
し
合

愛
媛
県
松
山
市
。
道
後
温
泉
や
小
説
「
坊
ち
ゃ
ん
」
で
知
ら
れ
る
こ
の
街
の
中
心
地
に
、

N
P
O
法
人

　花〝い
ろ
え
ん
ぴ
つ
〞は
あ
り
ま
す
。
メ
ー
ル
便
事
業
を
始
め
て
か
ら
、
す
で
に
8
年
目
。

お
互
い
の
個
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
支
え
合
い
な
が
ら
、

今
日
も
チ
ー
ム
で
楽
し
そ
う
に
配
達
を
続
け
て
い
ま
す
。

●愛媛主管支店　松山新玉センター
　面積3.51K㎡／人口16,391人／世帯数8,092世帯

●NPO法人　花“いろえんぴつ”
多機能型事業所、就労継続Ｂ型　１0名、生活介護　１0名。知的、精
神、身体に障がいをかかえた方が所属。2005年５月メール便配達開
始。現在メイトさんは５名。その他、焼菓子製造、菓子箱組立、雑貨
製作、古着・廃食用油回収業など。

助
け
合
っ
て
、支
え
合
っ
て
。

変
わ
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
の
想
い
で
始
め
た
。

7
0
0
冊
の
メ
ー
ル
便
に

ビ
ッ
ク
リ
！

楽
し
く
仕
事
を

助
け
合
え
る
仲
間
。

慣
れ
る
に
し
た
が
っ
て
、

エ
リ
ア
も
冊
数
も
増
え
て
い
っ
た
。

　〝い
ろ
え
ん
ぴ
つ
〞の
徳
永
隆
子
施
設
長

が
メ
ー
ル
便
事
業
と
出
会
っ
た
の
は
、

2
0
0
4
年
香
川
県
丸
亀
市
で
行
わ
れ
た

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
。
参
加
し
て
衝

撃
を
受
け
た
と
言
い
ま
す
。「
取
り
組
ん

で
い
る
み
な
さ
ん
の
お
話
し
を
聞
い
て
、

本
当
に
で
き
る
の
？
す
ご
い
な
あ
っ
と
。

ソ
ク
や
り
た
く
な
り
ま
し
た
」

　徳
永
施
設
長
は
帰
っ
て
す
ぐ
に
み
ん
な

に
提
案
し
ま
す
が
、
総
ス
カ
ン
を
食
っ
た

そ
う
で
す
。ス
タ
ッ
フ
の
数
が
足
り
な
い
。

地
図
を
読
め
る
の
か
。
お
客
様
に
迷
惑
を

か
け
な
い
か
。
マ
イ
ナ
ス
面
の
意
見
ば
か

り
。
そ
れ
で
も
間
も
な
く
、〝
い
ろ
え
ん

ぴ
つ
〞は
メ
ー
ル
便
配
達
を
始
め
ま
す
。

　「や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
と
思
っ

て
」
徳
永
施
設
長
は
、
屈
託
な
く
笑
い
ま

す
。
身
体
に
も
良
い
し
、
人
と
も
触
れ
あ

え
る
し
。
他
の
メ
イ
ト
さ
ん
と
賃
金
も
何

も
か
も
同
じ
だ
と
い
う
の
も
魅
力
だ
っ
た

と
言
い
ま
す
。「
思
い
つ
く
ま
ま
に
い
ろ
い

ろ
な
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
無
認
可

の
作
業
所
で
、
先
の
こ
と
が
い
つ
も
不
安

で
し
た
。
こ
の
仕
事
を
始
め
た
ら
、
な
に

か
変
わ
る
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
。
変
わ

ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
た
ん
で
す
」

スタート時から続けている亀岡隆広さん（左）。自転車に乗るのが得意。街の人が「重くて大変でしょ」などと、声をかけてくれる
そう。それがとても励みになるのだとか。目標は10年！と力強く答えてくれました。
徳永一行サービス管理責任者（右）は、施設長の息子さん。施設長のメール便への想いを引き継いで、今日も温かなサポートをし
ています。「メール便配達は、ヤマトの制服を着て、ヤマトの人間になって働く仕事。責任感がとても養われます」

メール便を丁寧にポストに入れていく紙川多起夫さん。すっかり慣れた仕事ぶ
りの紙川さんですが、最初はインターホンを押すのが苦手だったそう。今では
街の人と話すことも多くなったと言います。

仕
分
け
作
業
は
、松
山
中
央
支
店
で
他
の
エ
リ
ア
の
メ
イ

ト
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
行
い
ま
す
。「
い
つ
も
ち
ゃ
ん
と
挨

拶
し
て
く
れ
ま
す
よ
。み
ん
な
楽
し
そ
う
に
や
っ
て
ま
す
」

と
お
隣
の
メ
イ
ト
さ
ん
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「障がい者のクロネコメール便配達事業」
参入施設数 330施設　従事者数 1,421人（2012年5月現在）
お問い合わせは……（公財）ヤマト福祉財団　メール便担当
TEL 03-3248-0691　FAX 03-3542-5165
http://www.yamato-fukushi.jp/

前
列
向
か
っ
て
左
か
ら
／
徳
永
一
行
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任

者
、紙
川
多
起
夫
さ
ん
、亀
岡
隆
広
さ
ん
、島
本
裕
而
さ

ん
　後
列
左
か
ら
／
徳
永
隆
子
施
設
長
、善
家
重
廣
さ

ん
、神
野
修
三
さ
ん
、ヤ
マ
ト
運
輸
愛
媛
主
管
支
店
メ
ー

ル
便
課
　重
谷
優
子
係
長
、ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
　四
国
支

部
　紅
露
隆
事
務
長
、ヤ
マ
ト
運
輸
松
山
中
央
支
店
　嶋

田
喜
宣
支
店
長

〝
い
ろ
え
ん
ぴ
つ
〞の
自
転
車
の
面
倒
を
み
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
今
岡
サ
イ
ク
ル
さ
ん
。親
子
で
と
て
も
き
さ
く
。い
つ

も
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。メ
ン
バ
ー
が
メ
ー

ル
便
を
配
達
し
に
行
く
の
を
、と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

る
場
所
で
す
。

２人で組んで配達。１冊１冊２人で何度も確認しながら、正確に配達していきま
す。島本裕而さん（右）は、歩きながら景色を見るのが楽しいのだそうです。
メール便配達を始めてから、みだしなみにも気をつけるようになったのだとか。



開催期間▶2012年7月7日（土）～9月2日（日）
休　館　日▶月曜（※祝日の場合はその直後の平日）、第4火曜日
開催場所▶名古屋市博物館
 ●名古屋駅から
 　名古屋市営地下鉄桜通線「桜山」下車、4番出口から徒歩5分
 ●金山総合駅から
 　名古屋市営バス金山14系統「博物館」下車
 ●栄から
 　名古屋市営バス栄26系統「博物館」下車
開館時間▶9:30～17:00　※入館は閉館の30分前まで

マリー・アントワネットのヘアスタイルの再現
（協力：Prelle社,atelier caraco canezou）
©La Vie de MARIE-ANTOINETTE 
2012-13

作者不詳
《マリー・アントワネットの風刺画》
1784年　23.2×31.4cm
カルナヴァレ博物館蔵
©La Vie de MARIE-ANTOINETTE 
2012-13

Information of the Art

マリー・アントワネット
物語展

詳
細
情
報
・
最
新
情
報
は
  http://w

w
w
.yam

ato-fukushi.jp/
ご
意
見
、
お
問
い
合
わ
せ
は
　
y.zaidan@

yam
atofukushizaidan.or.jp ま

で
　 本誌の無断転載・転用を禁じます。© 公益財団法人ヤマト福祉財団
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公益財団法人ヤマト福祉財団全国支部連絡先（ヤマト運輸（株）内）

北海道支部
千葉栄一

新事務長に就任しました。
よろしくお願いいたします。

中部支部
後藤淳浩

  支　部 事務長   連絡先

 北海道支部 千葉栄一 TEL. 011-891-5040
 東北支部  小原　守 TEL. 022-374-8065
 東京支部  森内　謙 TEL. 03-5564-3705
 関東支部  愛澤啓二 TEL. 045-508-6106
 　　関東支部東地区 平井　忠 TEL. 043-259-7364
 北信越支部 酒井　貢 TEL. 025-231-9513
 中部支部  後藤淳浩 TEL. 052-725-3633
 関西支部  石田久雄 TEL. 06-6682-8570
 中国支部  竹下憲雄 TEL. 082-849-1451
 四国支部  紅露　隆 TEL. 0877-46-7875
 九州支部  北川秀隆 TEL. 092-931-3310
 沖縄支部  佐渡山一郎 TEL. 098-840-3605

九州支部
北川秀隆

■
　運
命
に
翻
弄
さ
れ
た

　　美
し
き
女

　ウ
ィ
ー
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家

か
ら
14
歳
で
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
に
嫁

ぎ
、
そ
の
魅
力
的
な
容
姿
と
洗
練

さ
れ
た
美
意
識
で
、宮
廷
は
お
ろ
か

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン・

ア
イ
コ
ン
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
王

妃
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
。

　革
命
の
波
に
翻
弄
さ
れ
、
国
民

の
愛
憎
を
そ
の
一
身
に
集
め
つ
つ
、

37
歳
と
い
う
若
さ
で
断
頭
台
の
露

と
消
え
た
そ
の
数
奇
な
運
命
と
も

あ
い
ま
っ
て
、
彼
女
の
存
在
は
い

ま
も
人
々
の
関
心
を
集
め
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

貴
族
と
の
道
な
ら
ぬ
恋
、
浪
費
家

で
浅
は
か
な
王
妃…

。
そ
ん
な
形

容
が
常
に
つ
き
ま
と
い
ま
す
。

■
　フ
ラ
ン
ス
美
術
の
変
遷
を

　　目
の
当
た
り
に

　し
か
し
、
私
た
ち
は
ま
だ
彼
女

の
ご
く
一
部
し
か
知
り
ま
せ
ん
。

華
や
か
な
宮
廷
で
皆
の
視
線
を
独

占
す
る
存
在
の
み
な
ら
ず
、
時
に

王
妃
と
し
て
毅
然
に
ふ
る
ま
い
、

妻
と
し
て
憂
い
、
母
と
し
て
慈
し

み
、
そ
し
て
時
に
は
心
揺
れ
動
く

一
人
の
女
性
と
し
て
│
。
そ
ん

な
真
実
の
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
一

生
を
、
本
展
は
彼
女
と
ゆ
か
り
の

深
い
品
々
で
辿
り
ま
す
。

　18
世
紀
の
絢
爛
た
る
フ
ラ
ン
ス

文
化
と
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
が
愛
し

た
「
美
」
に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

　本
展
の
美
術
品
取
り
扱
い
に
ヤ

マ
ト
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
株
式
会
社

は
協
力
し
て
い
ま
す
。

観覧料（税込み）▶ 
  一般 高大生 池田理代子特典付チケット（オンライン販売のみ）
 当日 1,300円 900円 1,700円

○中学生以下は無料。
○障害者手帳をお持ちの方および付添人2名様は当日料金の半額。
問い合わせ先▶
 名古屋市博物館 052-853-2655
 展覧会公式HP http://www.marie-monogatari.com
主　　催▶名古屋市博物館、東映、日本経済新聞社、テレビ愛知、中日新聞社
後　　援▶在日フランス大使館
協　　力▶カルナヴァレ博物館、ナポレオン財団、ブルトゥイユ城、池田理代子プロダクショ
　　　　　ン、エールフランス航空、ヤマトロジスティクス株式会社
巡回情報▶2012年 9月15日（土）～11月18日（日）　横浜 そごう美術館
 2012年11月29日（木）～2013年1月20日（日）　松山 愛媛県美術館
 2013年 2月 8日（金）～4月14日（日）　沖縄 沖縄県立博物館・美術館
 2013年 4月27日（土）～6月23日（日）　福岡 福岡県立美術館
 2013年 7月 6日（土）～9月 1日（日）　神戸 兵庫県立美術館
 ほか巡回予定

ヴィジェ・ルブラン　《王妃マリー・アントワネット》　1778年　81×65cm　ブルトゥイユ城蔵
©La Vie de MARIE-ANTOINETTE 2012-13

作者不詳
《マリー・アントワネットの扇》
18世紀末　紙、真珠母 25.5×45cm
ジャン・ド・ベアルヌ伯爵蔵
©La Vie de 
MARIE-ANTOINETTE 2012-13ヤマト福祉財団

NEWS

第２次助成「農業生産復旧緊急対策事業」でハウスの修繕費用、園芸用資機材の助成を受けた、宮城県名取市花卉生産組合の三浦洋悦さん。
「もう終わりだと思ったけれど、みなさんの励ましや助成もあって生き返ったんです」。

“民間だからこそ
できる助成”で

前に進む力を

東日本大震災　生活・産業基盤復興再生募金
助成先を訪ねて 平成24年度

レベルアップ助成金の
　　　贈呈式を開催しました

障がい者給料増額支援

変わらないといけない。
その想いで始めた。

この街で一緒に生きていく　障がい者のクロネコメール便配達

p22

35No
ヤマトグループ賛助会員向けニュース（季刊）
発行部数12万部・非売品

7月20日発行　2012 Summer

みなさまの多大なるご支援
ありがとうございました
6月30日を持って
募金活動を終了しました

p14
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東日本大震災　生活・産業基盤復興再生募金
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